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特集　平成27年度市の仕事　歩み続けるまち

特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集 平成27年度市の仕事

　市は、わたしたちのまち『のぼりべつ』
が、市民の皆さんにとって『住みよいまち、
住んでいてよかったと思えるまち』となる
よう、さまざまな事業に取り組んでいます。
　今号では、平成27年度に行っている主な
事業を紹介します。

①登別市総合計画第３期基本計画の策定
②神奈川県海老名市との姉妹都市提携
③登別市への移住・定住の促進
④国際理解講座の開催
⑤商店街活性化事業
⑥きずな安心キットの配付
⑦化学消防ポンプ自動車の更新
⑧防災対策強化事業
⑨再生可能エネルギーを活用した防災対策
⑩橋梁の長寿命化
⑪雨水管による浸水対策
⑫道路排水対策（雨水対策）事業
⑬キウシト湿原の維持管理
⑭図書館アーニス分館の運営管理
⑮総合体育館整備事業
⑯青葉小学校耐震化・改修事業
⑰鷲別児童館移転の基本設計
⑱鷲別小学校建て替え事業▲市民検討委員会は約１年半にわたって熱のこも

　った議論を重ね、平成27年８月に、市に提言書
を提出した

　平成８年に、登別市のおおよそ50年後を想定したまちの
あるべき姿を思い描いた『登別市総合計画基本構想』とと
もに、その実現に向けて10年を計画期間とする『基本計画
を策定し、市民とともにまちづくりを進めています。
　現行の『登別市総合計画第２期基本計画』が平成27年度
をもって終了することから、平成27年度には、平成28年度
からの10年を計画期間とする『登別市総合計画第３期基本
計画』案を策定し、平成27年第４回市議会定例会に提案し
たところです。
　第３期基本計画の策定に向け、公募や各種団体から推薦
された市民41人で構成する市民検討委員会が平成26年３月
末に始動し、平成27年８月に市民検討委員会から基本計画
に対する提言書をいただきました。
　市は、市民検討委員の思いを受け止め、提言書の内容を
盛り込んだ計画案を策定し、平成27年12月に開催された平
成27年第４回定例会に提案しました。

①登別市総合計画第３期基本計画の策定
▶問い合わせ 企画調整グループ（☎85１１２２）

平成27年度の主な事業一覧平成平成平成平成平成2727272727年度の主な事業一覧年度の主な事業一覧年度の主な事業一覧年度の主な事業一覧年度の主な事業一覧
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　市内の空き店舗を利用して新たに事業を行う方へ補
助する『空き店舗活用事業』、商店会などを対象に商
店街のにぎわい創出に向けた事業経費の一部を補助す
る『商店街活性化支援事業』を実施するとともに、既
存店舗が行う店舗の改修を支援する『店舗リフォーム
補助金』を交付しました。
▶平成27年度実績（平成27年12月末現在）
・空き店舗活用事業…７件
・商店街活性化支援事業…２件
・店舗リフォーム補助金…３件

　国際理解講座は、市民の皆さんに諸外国の生活や文
化などへの理解を深めてもらうため、平成11年度から
毎年度実施しています。
　平成27年度は、これまで４回開催し、メキシコの魅
力、実践的な英会話の練習方法、アメリカの学校の仕
組み、中国・内モンゴル自治区出身者によるふるさと
の暮らしなどを紹介しました。
　２月25日には、第５回国際理解講座を開催します。
詳しくは『くらしのガイド』（17ページ）をご覧くだ
さい。

④国際理解講座の開催
▶問い合わせ 企画調整グループ（☎85１１２２）

▲平成27年に改訂・発行した市のパンフレット

▲多種多様な内容の講座を開催している

　人口減少社会に対応し、登別市に多くの方が移住や
二地域居住などをしていただくため、生活に必要な家
具や家電を備え付けた住宅などを用意し、登別市の生
活を体験していただく『ちょっと暮らし』を行ってい
ます。
　また、道外で毎年開催される『北海道暮らしフェア
に出展して登別市のＰＲを行ったほか、平成27年には
市独自の移住情報パンフレットを一部改訂し発行しま
した。これらの取り組みが実を結び、登別市は、平成
27年度上半期の『ちょっと暮らし』の利用者数が道内
２位となりました。
　市への移住・定住をさらに促進するため、まちのＰ
Ｒ動画や全国情報誌に掲載するＰＲ記事の作成などを
進めています。

③登別市への移住・定住の促進
▶平成27年度事業費 406 万 3,000 円
▶問い合わせ 企画調整グループ（☎85１１２２）

　平成23年４月の『トライアングル交流宣言』以降、
登別市と海老名市は、両市の姉妹都市である宮城県白
石市を含めて、産業経済や教育、文化、福祉などのさ
まざまな分野で交流を続けています。
　交流をより深める目的で、平成27年５月18日に、両
市の未来ある子どもたちの前で、姉妹都市提携の盟約
を締結したほか、『姉妹都市提携記念植樹』を行い、
今後の友好関係の維持発展を誓い合いました。

②神奈川県海老名市との姉妹都市提携
▶平成27年度事業費 280 万円
▶問い合わせ 総務グループ（☎85１１３０）

⑤商店街活性化事業
▶平成27年度事業費 800 万円
▶問い合わせ 商工労政グループ（☎85２１７１）
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①登別市総合計画第３期基本計画の策定

⑥きずな安心キットの配付

　化学消防ポンプ自動車は、一般の火災はもとより、
水をかけると逆に火の勢いが増してしまう油脂や化学
物質の火災の消火に活躍する消防車です。
　市消防署に配置している化学消防ポンプ自動車が老
朽化していることから、これを更新します。更新する
ことで、危険物施設や車両などの火災に迅速に対応で
き、消防体制の充実を図ることができます。
▶更新予定時期　３月末

▶平成27年度事業費 5,363 万 4,000 円
▶問い合わせ 消防本部総務グループ（☎85９６１１）

▶平成27年度事業費 100 万円
▶問い合わせ 社会福祉グループ（☎85１９１１）

　平成24年の大規模停電の経験を踏まえ、避難所とな
る総合福祉センター・しんた21に蓄電付き太陽光発電
システムや太陽熱利用給湯システム、地中熱や施設排
熱を活用した融雪システムの導入を進めています。
　今回の整備により、太陽光パネルで集めた電力を災
害時の照明電源などに活用したり、太陽熱を利用して
避難者が利用できる温水を確保したりできるようにな
ります。
　また、市内企業の技術を活用した融雪システムによ
り、冬季の玄関前の安全を確保できます。

⑨再生可能エネルギーを活用した防災対策
▶平成27年度事業費 １億 1,393 万 7,000 円
▶問い合わせ 商工労政グループ（☎85２１７１）

⑦化学消防ポンプ自動車の更新

　津波への注意喚起を図るため、海岸沿いに津波注意
看板を５カ所設置しました。これにより、現在の設置
数は計22カ所となりました。
　また、平成24年の大規模停電を踏まえ、避難所に、
非常用食料品や発電機などの備蓄品の整備を進めてい
ます。

▶平成27年度事業費 435 万 3,000 円
▶問い合わせ 総務グループ（☎85１１３０）

⑧防災対策強化事業

▲平成23年度に『ＬＰガス災害用バルク』などが
導入された総合福祉センター・しんた21に、今
回、太陽光パネルの設置などを行い、防災機能
をさらに高めた

▲今回、太陽光発電システム
などを導入する施設『総合
福祉センター・しんた21』。
同施設では、各種福祉・介
護サービスを展開している

▶
海
岸
沿
い
の
市
内

22
カ
所
に
設
置
し

て
い
る
津
波
注
意

看
板
（
写
真
は
富

浦
町
）

▶
今
回
、
配
付
し
た
『
き
ず

な
安
心
キ
ッ
ト
』

★しんた 21

●
幌別西小学校

　　　　西陵中学校
●

●北海道登別明日
  中等教育学校胆振幌別川

　 郷土資料館

●

至
Ｊ
Ｒ

幌
別
駅

→

　登別市社会福祉協議会が主体となって実施している
『小地域ネットワーク活動』は、市や町内会、民生委
員児童委員などが連携し、高齢や障がいによって支援
が必要な方への見守りや声掛けなどを行う『誰もが安
心して暮らすための、住民同士の支え合い・助け合い
活動』です。
　この事業の取り組みをさらに広げるため、平成27年
７月からリニューアルし、支援が必要な方のもしもに
備え、『小地域ネットワーク活動推進事業』に参加し
ている町内会を通じて、『きずな安心キット』と『き

ずなづくり台帳』の整備や配付を行いました。
　『きずな安心キット』は、『きずなづくり台帳』に緊急時の連絡先、かか
りつけの医師名などの情報を記入し、筒状の専用容器に入れ、自宅の冷蔵庫
などに保管しておくことで、救急時に備えることができます。
　また、専用のステッカーを玄関の内側と『きずな安心キット』の保管場所
に貼ることにより、異変に気付いた方が『きずな安心キット』を容易に探す
ことができ、迅速な救急活動につなげることができます。
▶平成27年度実績
・『きずな安心キット』配付数： 1,767 個（平成27年12月末現在） 
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　大雨に伴う道路冠水多発地域（若草町など）を対象に、
排水路の改修や排水ポンプの増設、既設排水路の清掃な
どを実施し、道路冠水による交通障害の軽減を進めてい
ます。

▲既設排水路の清掃作業 ▲道路排水対策（雨水対策）工事

　公共下水道事業では、若山浄化センターでの汚水や
生活排水の処理などのほか、大雨による浸水被害を防
ぐため、雨水を川などに流すための雨水管を整備して
います。
　平成27年度は、浸水被害の大きい中央町地区と若山
町地区で、雨水管の新設や改築を行いました。

⑪雨水管による浸水対策
▶平成27年度事業費 １億 3,385 万円
▶問い合わせ 下水道グループ（☎85９０５２）

　平成25年に策定した『橋梁長寿命化修繕計画』に基
づき、橋梁の補修や橋梁の点検などを行いました。
　これにより、将来にわたって安全安心な道路網の確
保を図っています。
▶平成27年度実績
・橋梁補修…登別橋（登別本町）、相生橋（中央町）
・橋梁点検…40橋

⑩橋梁の長寿命化
▶平成27年度事業費 5,440 万円
▶問い合わせ 土木・公園グループ（☎85３２６０）

⑫道路排水対策（雨水対策）事業
▶平成27年度事業費 １億 9,042 万円
▶問い合わせ 土木・公園グループ（☎85３２６０）

▲中央町地区

▲若山町地区

▲登別橋

▲相生橋

●登別小学校

●登別保育所
白雪幼稚園●
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登
別
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学
校

★
登別橋

アーニス
●

★
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●北公園

来馬川

至 JR幌別駅→

●

幌
別
中
学
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●
幌別小学校

緑ヶ丘団地●

登別カトリック●

聖心幼稚園  

給食センター ●

●老人憩の家
  常盤の家

●

陸
上
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場

工事区間

●市役所

●登別すずらん病院

●
若山浄化センター

●青嶺高校

●総合体育館

国道 36号

工事区間

登別川

あいおい

至室蘭↓

↓

至
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上鷲別富岸川

鷲別川
鷲別
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至室蘭↓

太平洋

↓

至
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●
若草小学校　　　　

若草公園
●

国道 36号

●
若草中央公園

室蘭総合●

自動車学校

実施地域
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①登別市総合計画第３期基本計画の策定

　平成13年に環境省の『日本の重要湿地 500 』に選定
された『キウシト湿原』を、平成27年４月29日に一般
開放しました。開園期間中は『キウシト湿原ビジター
センター』に『ＮＰＯ法人キウシト湿原・登別』のメ
ンバーが常駐し、ガイドとして案内してくれるほか、
『ホタル観察会』などの行事を開催しています。
　市は、貴重な湿原を保全するとともに、市民が学習
の場や憩いの場として『キウシト湿原』を快適に利用
できるよう、湿原の維持管理を行っています。

▶平成27年度事業費 397 万 8,000 円
▶問い合わせ 土木・公園グループ（☎85４１１５）

　総合体育館について、利用者の利便性の向上や安心
・快適なスポーツ環境を整備するため、耐震改修工事
を含めた大規模改修工事を実施し、アリーナ床の研磨
や壁の塗装をしたほか、屋根や玄関口、窓、外壁など
を改修しました。改修工事にあたり長期休館していま
したが、２月８日から利用を再開します。

⑮総合体育館整備事業
▶平成27年度事業費 １億 9,062 万 5,000 円
▶問い合わせ 社会教育グループ（☎88１１２９）

⑬キウシト湿原の維持管理

　祝日や夜間（20時まで）も開館しているアーニス分
館を運営し、利用者の利便性を図っています。同分館
では、利用者の多様なニーズに応えるため、大活字本
や雑誌を充実させています。
　平成27年度は、インターネット上の百科事典や『国
立国会図書館デジタル化資料送信サービス』を導入す
るなど、ＩＴ環境を活用したサービスの提供を行って
います。

▶平成27年度事業費 671 万 2,000 円
▶問い合わせ 市立図書館（☎85４３２４）

⑭図書館アーニス分館の運営管理

◀メインとなるアリーナ
は、床の研磨や壁の塗
装、階段室やホール内
の壁の塗装、照明器具
の交換などを行った

▲整備後の総合体育館の外観

▲一般開放したキウシト湿原。今年度は、平成27年４
月29日から11月15日まで開園した

写真㉕

写真㉓
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）
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に
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●室蘭信用金庫
  幌別支店
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　鷲別小学校校舎は、建物の老朽の程度を調べる耐力
度調査により危険建物と判定されたため、建て替えを
進めています。
○鷲別小学校改築の基本的な考え方
▶学校施設としての機能の充実
　使いやすい機能や少人数学習など、時代の変化に対
応した学習活動機能を有する多目的教室などの設置
▶地域の防災機能を備えた施設
　高台まで避難が間に合わない場合に緊急的に避難す
る津波避難ビルとしての機能を備えるための屋上まで
の屋外非常階段や備蓄庫の設置
▶地域コミュニティを高める施設
　学校教育の場としてだけではなく、地域住民の文化
スポーツ活動、世代間交流の場など、地域との活動の
場となるような地域ボランティア室・多目的ホールの
設置
▶再生可能エネルギーの活用（太陽光）
　校舎屋上への太陽光パネルの設置による、再生可能
エネルギーの活用や児童の環境学習での活用

⑱鷲別小学校建て替え事業
▶平成27年度事業費 ３億 8,152 万 9,000 円（平成26年度
　からの繰越明許費 ３億32万 4,000 円を含む）
▶問い合わせ 教育委員会総務グループ（☎88１１００）

　学校施設は、児童や生徒などが一日の大半を過ごす
学習・生活の場であるとともに、災害時に地域住民の
避難場所としての役割も果たすことから、安全安心な
教育施設の整備を進めるため、平成26年度から鷲別中
学校を皮切りに、校舎の耐震化工事に着手しています。
　平成27年度は、地震に対して倒壊などの危険性のあ
る青葉小学校校舎の耐震補強のほか、外壁や屋外避難
階段、屋上防水の改修などを行ってます。

　鷲別児童館は地区の児童厚生施設として昭和53年に開
館し、子どもたちの健全な遊びの場として、子どもの健
康を増進するとともに、豊かな情操を育んできました。
　しかし、近年は、市街地の変遷によって、鷲別地区の
多くの子どもたちから離れた場所にあるため、利用者の
減少が進んでいます。
　そのため、鷲別児童館を鷲別中学校裏に移すとともに、
放課後児童クラブと子育て支援センターを併設し、子育
て関連施設を小学校などの周辺に集中させて総合的な運
営を図ります。これにより、利用する児童が多様な体験
や活動が行える場を提供するとともに、子育て中の親子
の交流の場を提供します。
　平成29年度の移設を目指し、平成27年度は基本設計を
行いました。

⑯青葉小学校耐震化・改修事業
▶平成27年度事業費 ２億 947 万円
▶問い合わせ 教育委員会総務グループ（☎88１１００）

⑰鷲別児童館移転の基本設計
▶平成27年度事業費 354 万 3,000 円
▶問い合わせ 子育てグループ（☎85５６３４）

▲工事中の青葉小学校

▲建て替え中の鷲別小学校。４階建てで、屋上は
海抜約21㍍となる予定

▲建て替え後の鷲別小学校の完成予想図（外観図）

●道営住宅桜木団地

●市営桜木団地

登別桜木簡易郵便局

胆振幌別川

●白菊幼稚園

●新川公園

●登別交番

●

青
葉
小
学
校
★

●鷲別中学校

●

●

NTT東日本北海道支店
鷲別電話交換所

●
鷲
別
支
所

鷲
別
支
署

●
鷲
別
保
育
所

室蘭信用金庫
鷲別支店

→
至室蘭

国道 36号 太平洋

★
鷲
別
小
学
校

→
至
白
老

・



募集職種

調 理 員

業 務 員

市内保育
所 129,900円

130,600円

135,500円

134,100円

130,600円

給食の調理や食器
の洗浄業務

各種データ入力、
確認業務

浄水場の運転操作、
維持管理業務

水道料金と下水道
使用料の徴収業務

30～
63歳

35～
63歳

35～
63歳

35～
63歳

30～
63歳

50～
63歳

35～
63歳

調理師免許を有
するか、調理経
験のある方

日曜日、祝
日など

土・日曜日、
祝日など

土・日曜日、
祝日など勤
務割表によ
る

土・日曜日、
祝日など

土・日曜日、
祝日など

月曜日、祝
日、年末年
始（隔週日
曜日は、勤
務を割り振
らない日）

①８時45分～14時40分（月
～金曜日）、９時～12時
（土曜日）
②10時～15時55分（月～金
曜日）、９時30分～12時
30分（土曜日）

◆任用期間　４月１日～平成29年３月31日
◆試験月日・場所（予定）　２月20日㈯・市役所（詳しい場所や時間は、後日ご連絡します）
◆試験方法　面接試験
◆申込方法　人事・行政管理グループや各支所に備え付け、または市ホームページに掲載の申込書に必要事項を記入し、
　　　　　２月12日㈮までに人事・行政管理グループに持参してください。
※表中の給料月額は平成28年２月１日現在のもので、応募要件の基準日は平成28年４月１日現在です。
※詳細は、募集要項をご覧いただくか、人事・行政管理グループに問い合わせください。

９時～15時45分（月～木曜
日）、９時～14時45分（金
曜日）

2人

市役所3人

検針徴収員 市役所第
２庁舎１人

学校図書室の司書
業務、学校図書ボ
ランティアの指導
育成など

学校司書 市内小学
校２人

図書の収集や貸出
業務司 書 市立図書

館２人

教育委員会ホーム
ページの管理、市
内小・中学校の情
報機器の管理、操
作業務

学校給食の調理や
食器などの洗浄、
簡単な機械操作業
務

情報推進
専 門 員

教育委員
会１人

浄 水 場
管 理 人

50～
63歳

勤務割表に
よる

自家用車などで
通勤可能な方
（対人１億円・
対物200万円以
上の任意保険加
入が必要）

普通運転免許を
有し、２年以上
運転経験のある
方

司書資格を有す
る方

小破修繕ができ
る方

重量物の取り扱
いが多いため、
体力のある方

①17時30分～８時30分また
は18時～９時（仮眠時間
あり）
②９時～17時30分
※５週で①が14回、②が２
回が基本。

９時～17時30分のうち週29
時間勤務（勤務割は別途定
める）

８時45分～15時15分または
９時５分～15時35分（月～
木曜日）、８時45分～15時
30分または９時５分～15時
50分（金曜日）

10時～16時15分（火～土曜
日）、10時～13時（隔週日
曜日）
※隔週の木曜日は13時30分
　～19時45分。

９時～15時45分（月～木曜
日）、９時～14時45分（金
曜日）

①８時30分～15時30分
②９時～16時（４週のうち　
　①が１週、②が３週程度）

123,900円

121,600円
土・日曜日、
祝日など

学校の維持管理業
務公 務 補 市内小・

中学校

学校給食
センター

12人

調 理 員 ２人

週27時間30分勤務
①７時30分～13時
②10時30分～16時
※①と②を一週間ごとに交
替。

市内浄水
場１人

勤 務 地 主な業務内容
一日の勤務時間 休日など 給料月額 資格など 年齢

勤 務 条 件 応 募 要 件募集
人員

※学校長期
休業中に
係る月の
手当額は、
教育部長
が定めた
勤務日に
応じた額。

※学校の夏・冬・春休み期
間に時間調整による休み
あり。

8登別市嘱託員を募集します



募集職種

夜 警 員

運 転 手
（大型）

放課後児
童支援員

130,600円

130,600円

135,500円

133,800円

宿日直業務

市バスの運転、車
両の管理業務

各種証明書の交付
などの窓口業務

50～
63歳

35～
64歳

35～
63歳

30～
63歳

30～
63歳

大型免許を有し、
２年以上運転経
験がある方

勤務割表に
よる

土・日曜日、
祝日など

17時～９時、２週間に１回
程度９時～17時
（３日勤務し１日休み）

①９時～17時（月～木曜日）
②９時～17時（火～金曜日）

１人

市役所

市役所

２人

３人

２人

１人

１人

市税、国民健康保
険税などの徴収業
務

徴 収 員

国民健康保険の各
種手続きなどの窓
口業務

レセプトの点検業
務など

遊具や図書などを
通して、児童に健
全な遊びを指導す
る業務

１人

１人

業 務 員

業 務 員

業 務 員

業 務 員

普通運転免許を
有し、２年以上
運転経験のある
方

医療事務の経験
がある方

社会福祉主事任
用資格を満たし
ており、普通運
転免許を有し、
２年以上運転経
験のある方

保育士などの資
格または教諭免
許を有する方

９時～17時30分のうち週29
時間勤務（勤務割は別途定
める）

週29時間勤務
９時～15時45分（月～木曜
日）、９時～14時45分（金
曜日）

【３～10月】12時～17時
【11～２月】12時～16時30分

８時～18時のうち週29時間
勤務（１日４時間30分～５
時間勤務）

①９時～16時
②11時～17時
③10時45分～17時30分

日曜日、祝
日など

被生活保護者に対
し、日常生活の自
立支援と生活自立
への支援業務

ケース
ワーカー

市内児童
館、児童
センター

児童厚生員

登別支所、
登別温泉
支所

１人

１人

勤 務 地 主な業務内容
一日の勤務時間 給料月額 年齢

勤 務 条 件 応 募 要 件募集
人員

登別市嘱託員を募集します

▼申し込み・問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎85１１３２）

次の勤務割を基本に週29時
間勤務

週29時間勤務
10時～16時30分（月～水、
金曜日）、10時～16時45分
（木曜日）

※月２回程度、木曜日13時
15分～19時までの勤務あ
り。

①９時～15時30分（月曜日　
のみ９時～15時45分）
②11時～17時30分（月曜日　
のみ10時45分～17時30分）
※①と②を一週間ごとに交　
替。

休日など 資格など

奇数マイナンバー制度9 登別市嘱託員を募集します



登別市臨時職員を募集します

▼申し込み・問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎85１１３２）

▼任用期間　４月１日～９月30日（６カ月間）

▼選考　 　面接と書類選考

▼申込方法　２月１日㈪～12日㈮（土・日曜日、祝日を除く）に事前に電話で申し込みし、指定された日時に市販の履歴
書（写真貼付）に必要事項を記入の上、本人が人事・行政管理グループ（市役所３階）に持参してください。

　資格の必要な職種を申し込まれる方は、資格を確認できるもの（資格証の写しなど）も持参してください。
※資格の基準日は平成28年４月１日現在とし、性別は問いません。　
※募集内容は、多少の変更が生じる場合があります。

　
保
育
士
（
保
育
業
務
）

　
10
人
程
度

資
格
な
ど
　
保
育
士
免
許
を
有
す
る

方
勤
務
地
　
市
内
保
育
所

主
な
業
務
内
容
　
保
育
業
務

勤
務
時
間
　

・
月
〜
金
曜
日…

７
時
15
分
〜
18
時

の
時
間
内
で
一
日
７
時
間
45
分
の

勤
務

・
土
曜
日…

７
時
15
分
〜
12
時
30
分

の
時
間
内
で
一
日
３
時
間
の
勤
務

・
休
日
保
育
勤
務
日…

７
時
45
分
〜

18
時
15
分
の
時
間
内
で
一
日
７
時

間
45
分
の
勤
務

休
日
　
日
曜
日
、
祝
日
な
ど
（
４
週

７
休
）

※

年
に
３
回
程
度
、
休
日
の
勤
務
あ

り
。

賃
金
　
日
額
８
千
60
円
ま
た
は
時
給

１
千
40
円

　
保
育
士
（
代
替
保
育
）

　
２
人
程
度

資
格
な
ど
　
保
育
士
免
許
を
有
す
る

　
方

勤
務
地
　
市
内
保
育
所

主
な
業
務
内
容
　
保
育
業
務
（
代
替

保
育
）

勤
務
時
間
　

・
月
〜
金
曜
日…

７
時
15
分
〜
19
時

45
分
の
時
間
内
で
一
日
７
時
間
45

分
の
勤
務

休
日
　
職
員
が
指
定
休
な
ど
に
よ
り

不
在
と
な
る
場
合
に
、
代
替
要
員

と
し
て
、
月
１
日
か
ら
14
日
程
度

従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

賃
金
　
日
額
８
千
60
円
ま
た
は
時
給

１
千
40
円

　
保
育
士
（
延
長
保
育
）

　
２
人
程
度

資
格
な
ど
　
保
育
士
免
許
を
有
す
る

方
勤
務
地
　
市
内
保
育
所

主
な
業
務
内
容
　
保
育
業
務
（
延
長

保
育
）

勤
務
時
間

・
月
〜
金
曜
日…

15
時
15
分
〜
19
時

15
分

・
土
曜
日…
11
時
30
分
〜
19
時
15
分

※

月
14
日
以
内
、
週
20
時
間
未
満
の

勤
務
と
な
り
ま
す
。

休
日
　
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

賃
金
　
時
給
１
千
40
円

　
事
務
補
助
　
５
人
程
度

資
格
な
ど
　
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
）
が
可
能
な
方

勤
務
地
　
市
役
所
や
教
育
委
員
会
な

ど
主
な
業
務
内
容
　
事
務
一
般

勤
務
時
間
　
９
時
〜
17
時
30
分

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

賃
金
　
日
額
６
千
50
円

　
英
語
支
援
員
　
１
人

資
格
な
ど
　
英
語
検
定
２
級
以
上
や

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
700
点
程
度
な
ど
、
英

語
力
に
関
し
て
一
定
以
上
の
力
量

が
あ
る
と
客
観
的
に
示
す
こ
と
が

で
き
、
普
通
運
転
免
許
を
有
す
る

方
勤
務
地
　
市
役
所

主
な
業
務
内
容
　
通
訳
（
日
常
会
話

程
度
）
、
国
際
交
流
事
業
な
ど
に

係
る
業
務
と
事
務
一
般

勤
務
時
間
　
９
時
〜
17
時
30
分

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

賃
金
　
日
額
７
千
130
円

　
技
術
補
助
　
６
〜
９
人
程
度

勤
務
地
　
市
内
小
・
中
学
校

主
な
業
務
内
容
　
特
別
支
援
学
級
介

助
業
務

勤
務
時
間
　
７
時
45
分
〜
16
時
15
分

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
夏
季

休
業
日
な
ど

賃
金
　
日
額
６
千
50
円

10登別市臨時職員を募集します



１・２・４

し尿収集日のお知らせ 期間：４月～９月

片 倉 町
大 和 町
若 山 町
富 岸 町

新 生 町

栄 　 町

上鷲別町

鷲 別 町

若 草 町

美 園 町

登別本町

町 名 丁目・番地
４月 ５月 ６月 ７月

月日

８月 ９月

登別東町

1丁目 27・28
30

20・21
22
23
24・25

20・21
23
24・26
27・28

16・17
５・６
10・12・13

14
24・26

13・14・15

１・２・３・５
６・７・８・９
15・16・17
20・21

27･28･29･30

23

29
30

２・３・４・６・７

２・３・４・６・７

８・９・10

24

16・17・18
１

８・９・10
16・17
25・27

１

18・20・21
22・23
28・29・30

27・28
29
30

４・５・６
１・２
８・９
７

２
６・７
９・10

６・７

２

２・３
４
５・６
８・９
15･16
17

７・８
５・６
12･13
９・11

21･22･23･25･26
14･15

27・28・29

30
16・19・20
26・27・28
29

１
２・４・５・６

９・11
12・13・14
15･16･19･20
21･22･23･25

30

７・８
６・８・９
25・26
27・29
30・31

１・２
３・４

15･16･17･18･19
20･22･23･24

５

18･19
26･27
24･25
30･31
29

20･22･23
１

13・14
21・23
19・20
26・27
24・25

24・25
26・27

11･12･13･14
16･17･18･19･20

28・30

31

11
12

16・17・18

28・30・31

11・12
21・22・23

25・26
13・14
20・21・22
23・25

１・２
４・５・６
７・８

９・10
21・23

９･11･12･13･14
15･16･18･19

15・16・18・19・20

3丁目
1丁目
2丁目
3丁目

全  域
4～6丁目
全  域
全  域
全  域
全  域
全  域
全  域
1～3丁目
1～3丁目
4～6丁目
全  域
1～3丁目
4～6丁目
1～4丁目
5 ･ 6丁目
1～4丁目
5 ･ 6丁目
全  域

2丁目

４丁目

５丁目

1～24番地
25番地～

1～29番地
30番地～
1～30番地
31番地～

※

６
月
11
日
㈯
か
ら
15
日
㈬
ま
で
は
、
し
尿
投
入
施
設
点

検
整
備
の
た
め
、
臨
時
し
尿
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

※※※※※

６６６６６
月月月月月
1111111111
日日日日日
㈯㈯㈯㈯㈯
か
ら
か
ら
か
ら
か
ら
か
ら
1111155555
日日日日日
㈬
ま
で

㈬
ま
で

㈬
ま
で

㈬
ま
で

㈬
ま
で
は
、
し
尿
投
入
施
設
点

は
、
し
尿
投
入
施
設
点

は
、
し
尿
投
入
施
設
点

は
、
し
尿
投
入
施
設
点

は
、
し
尿
投
入
施
設
点

検
整
備
の
た
め
、
臨
時
し
尿
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

検
整
備
の
た
め
、
臨
時
し
尿
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

検
整
備
の
た
め
、
臨
時
し
尿
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

検
整
備
の
た
め
、
臨
時
し
尿
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

検
整
備
の
た
め
、
臨
時
し
尿
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
臨
時
収
集
地
域

　
カ
ル
ル
ス
町
、
上
登
別
町
、
登
別
温
泉
町
、
中
登
別
町
、

札
内
町
、
来
馬
町
、
鉱
山
町
、
川
上
町
、
新
栄
町
、
幸

町
、
登
別
港
町
、
桜
木
町
、
青
葉
町
、
緑
町
、
千
歳
町

（
１
〜
３
丁
目
）
、
新
川
町
、
千
歳
町
の
一
部
、
富
岸

町
の
一
部
、
常
盤
町
、
富
士
町

※

収
集
を
希
望
す
る
方
は
、
５
日
程
度
の
余
裕
を
み
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
収
集
の
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い

▼
収
集
に
立
ち
会
っ
て
、
収
集
量
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

▼
ク
リ
ー
ン
チ
ケ
ッ
ト
で
支
払
う
方
は
、
事
前
に
チ
ケ
ッ

ト
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

▼
収
集
日
は
、
天
候
な
ど
に
よ
り
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

▼
臨
時
収
集
や
緊
急
で
収
集
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早

め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
転
居
・
転
出
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
最
終
く
み
取
り
を
し

て
く
だ
さ
い

◆
臨
時
収
集
・
最
終
く
み
取
り
の
申
し
込
み

　収
集
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
㈱
東
洋
興
業
（
☎
85
２
９
３
５
）

　
９
時
〜
16
時 

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
８
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
を
除

く
。

◆
料
金
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
環
境
対
策
グ
ル
ー
プ  

　
　
（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
２
９
５
８
）

26・27・28
30

７・８・９・10･12
１・２・３

富 浦 町
千 歳 町
幌 別 町
中 央 町
柏 木 町

11 し尿収集日のお知らせ
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▼馬頭琴の演奏にあ
　わせ、歌を披露。
　美しい音色が会場
　に響きわたった

▲卒業中学校対抗のゲームで盛り上がる会場 ▲久しぶりの再会に笑顔を
　見せる新成人

▲『二十歳の誓い』を述べる新成人代表 ▲生まれ育ったまちへの思いを込めて市民憲章唱和

12
18

1
10

▲参加者からの質問に
　丁寧に答える潮洛蒙
　さん

内
モ
ン
ゴ
ル
の

文
化
に
興
味
津
々

内
モ
ン
ゴ
ル
の

文
化
に
興
味
津
々

希
望
を
胸
に
大
人
と
し
て
の

一
歩
を
踏
み
出
す

希
望
を
胸
に
大
人
と
し
て
の

一
歩
を
踏
み
出
す

第
４
回
国
際
理
解
講
座

 
12
月
18
日
㈮
、
市
民
会
館
で
、
室
蘭
工
業
大
学
で
学

ぶ
中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
か
ら
の
留
学
生
、
潮
洛

蒙
さ
ん
、
温
都
日
格
さ
ん
、
国
慶
さ
ん
を
講
師
に
招
き

『
第
４
回
国
際
理
解
講
座
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
同
講
座
で
は
、
潮
洛
蒙
さ
ん
か
ら
出
身
地
の
言
語
や

食
文
化
、
教
育
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
温
都
日
格

さ
ん
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
の
弦
楽
器
『
馬
頭
琴
』
の
演
奏

と
国
慶
さ
ん
の
歌
も
披
露
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
大
き
な

拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の

踊
り
を
見
た
い
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
、
温
都
日

格
さ
ん
が
素
晴
ら
し
い
踊
り
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
お
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
内
モ
ン
ゴ

ル
に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。
演
奏
や
踊
り
も
素
晴
ら
し

く
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
１
月
10
日
㈰
、
市
民
会
館
で

『
平
成
28
年
登
別
市
成
人
祭
』

（
市
教
育
委
員
会
・
同
実
行
委
員

会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
新
成
人
は
平
成
７
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
346
人
と

女
性
248
人
の
計
594
人
。
成
人
祭
に

は
、
こ
の
う
ち
、
男
女
合
わ
せ
て

340
人
が
出
席
し
、
振
り
袖
や
袴
、

ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
で
会
場
は
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
、
華
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
新
成
人
代
表
の
山

下
徹
さ
ん
と
島
村
希
望
さ
ん
が
、

家
族
へ
の
感
謝
の
思
い
や
夢
の
実

現
に
向
け
て
勇
気
を
も
っ
て
何
事

に
も
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
な
ど
、

今
後
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
実
行
委
員
会
主
催
の

第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

中
学
校
時
代
の
先
生
か
ら
の
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
上
映
や
卒
業
中
学
校
対

抗
の
ゲ
ー
ム
、
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
は
盛
り
上

が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
新
成
人
た
ち
は
、
久
し
ぶ
り
に

再
会
し
た
友
人
と
談
笑
し
た
り
、

互
い
の
成
長
を
喜
び
合
っ
た
り
し

な
が
ら
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
と

責
任
を
胸
に
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た

門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

平
成
28
年
登
別
市
成
人
祭

平
成
28
年
登
別
市
成
人
祭

・ＵＲＬ：
  https://www.you
  tube.com/user/
  Noboribetsu
  Official/videos
・市フェイスブック
・二次元バーコード

この記事の関連動画を
次の方法でご覧いただ
けます。
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▼馬頭琴の演奏にあ
　わせ、歌を披露。
　美しい音色が会場
　に響きわたった

▲卒業中学校対抗のゲームで盛り上がる会場 ▲久しぶりの再会に笑顔を
　見せる新成人

▲『二十歳の誓い』を述べる新成人代表 ▲生まれ育ったまちへの思いを込めて市民憲章唱和

12
18

1
10

▲参加者からの質問に
　丁寧に答える潮洛蒙
　さん

内
モ
ン
ゴ
ル
の

文
化
に
興
味
津
々

希
望
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胸
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大
人
と
し
て
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一
歩
を
踏
み
出
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の
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第
４
回
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理
解
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座

 
12
月
18
日
㈮
、
市
民
会
館
で
、
室
蘭
工
業
大
学
で
学

ぶ
中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
か
ら
の
留
学
生
、
潮
洛

蒙
さ
ん
、
温
都
日
格
さ
ん
、
国
慶
さ
ん
を
講
師
に
招
き

『
第
４
回
国
際
理
解
講
座
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
同
講
座
で
は
、
潮
洛
蒙
さ
ん
か
ら
出
身
地
の
言
語
や

食
文
化
、
教
育
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
温
都
日
格

さ
ん
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
の
弦
楽
器
『
馬
頭
琴
』
の
演
奏

と
国
慶
さ
ん
の
歌
も
披
露
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
大
き
な

拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の

踊
り
を
見
た
い
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
、
温
都
日

格
さ
ん
が
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晴
ら
し
い
踊
り
を
披
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く
れ
ま
し
た
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参
加
者
は
「
お
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
内
モ
ン
ゴ

ル
に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。
演
奏
や
踊
り
も
素
晴
ら
し

く
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
１
月
10
日
㈰
、
市
民
会
館
で

『
平
成
28
年
登
別
市
成
人
祭
』

（
市
教
育
委
員
会
・
同
実
行
委
員

会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
新
成
人
は
平
成
７
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
346
人
と

女
性
248
人
の
計
594
人
。
成
人
祭
に

は
、
こ
の
う
ち
、
男
女
合
わ
せ
て

340
人
が
出
席
し
、
振
り
袖
や
袴
、

ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
で
会
場
は
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
、
華
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
新
成
人
代
表
の
山

下
徹
さ
ん
と
島
村
希
望
さ
ん
が
、

家
族
へ
の
感
謝
の
思
い
や
夢
の
実

現
に
向
け
て
勇
気
を
も
っ
て
何
事

に
も
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
な
ど
、

今
後
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
実
行
委
員
会
主
催
の

第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

中
学
校
時
代
の
先
生
か
ら
の
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
上
映
や
卒
業
中
学
校
対

抗
の
ゲ
ー
ム
、
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
は
盛
り
上

が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
新
成
人
た
ち
は
、
久
し
ぶ
り
に

再
会
し
た
友
人
と
談
笑
し
た
り
、

互
い
の
成
長
を
喜
び
合
っ
た
り
し

な
が
ら
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
と

責
任
を
胸
に
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た

門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

平
成
28
年
登
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市
成
人
祭

平
成
28
年
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別
市
成
人
祭

・ＵＲＬ：
  https://www.you
  tube.com/user/
  Noboribetsu
  Official/videos
・市フェイスブック
・二次元バーコード

この記事の関連動画を
次の方法でご覧いただ
けます。
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『はしご乗り』で繰り出される妙技に拍手喝采『はしご乗り』で繰り出される妙技に拍手喝采
平成28年登別市消防出初式

　
１
月
７
日
㈭
、
市
民
会
館
で
『
平
成
28
年
登
別
市
消
防
出
初

式
』
（
市
主
催
）
が
行
わ
れ
、
消
防
職
員
や
消
防
団
員
、
陸
上

自
衛
隊
幌
別
駐
屯
地
消
防
ポ
ン
プ
班
な
ど
の
消
防
関
係
者
約
100

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
分
列
行
進
で
は
、
寒
空
の
下
、
消
防
職

員
・
団
員
が
緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
き
び
き
び
と
行
進
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
大
ホ
ー
ル
で
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
貢

献
さ
れ
た
方
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
西
胆
振
鳶
土

木
工
事
業
連
合
組
合
、
西
胆
振
若
鳶
会
、
千
歳
鳶
土
工
事
業
組

合
、
千
歳
若
鳶
会
の
方
に
よ
る
『
木
遣
り
歌
』
や
『
纏
振
り
』
、

『
は
し
ご
乗
り
』
な
ど
の
伝
統
芸
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
や
観

客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
特
に
『
は
し
ご
乗
り
』
で
は
、
西
胆
振
若
鳶
会
の
方
が
、
高

さ
約
6.5
㍍
の
は
し
ご
の
上
で
『
腕
溜
め
』
や
『
胴
鯱
』
、
『
八

艘
』
な
ど
の
妙
技
を
繰
り
出
し
、
見
学
に
来
て
い
た
保
育
所
の

園
児
や
地
域
住
民
か
ら
「
と
っ
て
も
高
い
」
、
「
す
ご
い
」
な

ど
驚
き
の
声
が
上
が
る
と
と
も
に
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

鉱
山
で
自
然
の
恵
み
と
冬
遊
び
を
楽
し
む

鉱
山
で
自
然
の
恵
み
と
冬
遊
び
を
楽
し
む

▲参加者には熊笹茶やお菓子
　も振る舞われた

▲雪の中そり滑りを楽しむ
　子どもたち

▲火がまわるよう手作り花火
　に息を吹き込む

冬
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
イ
ー
ク
２
０
１
６

　
１
月
９
日
㈯
か
ら
11
日
㈪
ま
で
の
３
日
間
、
ふ
ぉ
れ

す
と
鉱
山
で
『
冬
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
イ
ー
ク
２
０
１

６
』
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
９
日
は
『
手
作
り
花
火
体
験
』
と
し
て
、
同

施
設
で
作
ら
れ
た
木
炭
の
粉
を
利
用
し
た
線
香
花
火
づ

く
り
体
験
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
「
初
め
て
の
経
験
で

し
た
が
、
楽
し
く
作
れ
ま
し
た
。
花
火
は
凄
く
き
れ
い

で
し
た
」
と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
期
間
中
、
森
の
散
策
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
製
作

体
験
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
、
雪

の
滑
り
台
や
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
な
ど
の
設
置
も
あ
り
、

参
加
者
た
ち
の
歓
声
が
鉱
山
町
の
山
々
に
響
き
ま
し
た
。

1
9～11

は
ら   

だ  

り
ょ
う
へ
い

と
び

と
び

ま
と
い 

ふ

わ
か  

と
び

わ
か  

と
び

き
　  

や

ど
う
し
ゃ
ち

そ
う

は
っ

自
分
で
作
っ
た
工
作
は
特
別
だ
ね

自
分
で
作
っ
た
工
作
は
特
別
だ
ね

　
１
月
８
日
㈮
、
郷
土
資
料
館
で
『
冬
休
み
工
作
教
室
』

（
市
教
育
委
員
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
郷
土
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

『
Ｓ
Ｌ
Ｇ
』
の
メ
ン
バ
ー
が
、
参
加
し
た
小
学
生
に
本

立
て
の
作
り
方
を
指
導
。
子
ど
も
た
ち
は
、
木
材
を
の

こ
ぎ
り
で
切
り
、
く
ぎ
を
金
づ
ち
で
打
つ
な
ど
、
慣
れ

な
い
作
業
に
苦
労
し
な
が
ら
も
一
生
懸
命
作
っ
て
い
ま

し
た
。
　

　
幌
別
西
小
学
校
２
年
生
の
原
田
遼
平
く
ん
は
「
の
こ

ぎ
り
で
木
材
を
切
る
作
業
は
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
切

り
終
わ
っ
た
と
き
は
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と

元
気
よ
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲真剣な表情でくぎを打つ ▲勢いよく木材を切る参加者

郷
土
資
料
館
『
冬
休
み
工
作
教
室
』
1
8

▲江戸時代の町火消の伝統を
　いまに伝える『はしご乗り』

▲江戸時代の町火消の伝統
　をいまに伝える『はしご
　乗り』

1
7

▲分列行進する消防職員・団員

▲華麗な『はしご乗り』に見入る園
　児たち

13 東　奔　西　走



14

　
世
界
の
約
１
千
500
の
活
火
山
の
う
ち
、

日
本
に
は
110
の
活
火
山
が
あ
り
、
世
界
で

も
有
数
の
火
山
国
と
い
え
ま
す
。
　
　

　
私
た
ち
は
、
火
山
活
動
が
作
り
出
し
た

景
色
や
温
泉
、
自
然
の
恵
み
な
ど
の
恩
恵

を
受
け
て
い
ま
す
が
、
時
に
火
山
は
、
噴

火
活
動
に
よ
っ
て
火
山
災
害
を
引
き
起
こ

し
、
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
気
象
庁
は
、
火
山
災
害
を
軽
減
す
る
た

め
、
地
震
の
発
生
や
地
殻
変
動
、
噴
気
な

ど
の
火
山
の
活
動
状
況
を
監
視
し
て
い
ま

す
が
、
観
測
機
器
だ
け
で
は
捉
え
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
普
段
と
は
異
な
る

場
所
か
ら
の
噴
気
や
地
震
に
よ
る
揺
れ
、

地
形
の
変
化
、
鳴
動
、
爆
発
音
な
ど
、
異

常
や
い
つ
も
と
は
違
う
現
象
を
発
見
し
た

と
き
は
、

▼
通
報
内
容
例

・
通
報
し
た
方
の
氏
名
と
連
絡
先

・
ど
の
よ
う
な
現
象
が
起
き
て
い
る
か

・
現
象
の
場
所
（
発
見
場
所
や
通
報
場
所

　
か
ら
離
れ
て
い
る
場
合
は
、
ど
こ
の
場

　
所
か
ら
ど
ち
ら
の
方
向
か
）

・
現
象
を
発
見
し
た
日
時
（
遠
望
カ
メ
ラ

　
や
地
震
計
な
ど
で
、
同
じ
時
刻
の
観
測

　
デ
ー
タ
を
確
認
す
る
た
め
）

・
現
象
を
発
見
し
た
と
き
の
天
気

な
ど
を
、
最
寄
り
の
気
象
台
や
市
町
村
、

警
察
署
・
交
番
な
ど
に
速
や
か
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
通
報
に
は
、
火
山
活
動

の
変
化
を
示
す
重
要
な
情
報
が
含
ま
れ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
火
山
災
害
か
ら

住
民
や
観
光
客
を
守
る
た
め
、
「
大
げ
さ

か
も
し
れ
な
い
」
、
「
た
い
し
た
こ
と
で

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
と
考
え
ず
、

迷
わ
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
『
な
の
は
な
会
』
は
、
平
成
19
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、
会
員
は

70
代
か
ら
80
代
ま
で
の
女
性
８
人
。

毎
月
２
回
、
第
２
・
４
金
曜
日
の
10

時
か
ら
12
時
ま
で
幌
別
西
団
地
集
会

所
で
活
動
し
、
絵
手
紙
を
作
っ
て
い

ま
す
。

　
「
絵
手
紙
を
始
め
た
の
は
、
約
18

年
前
に
市
民
会
館
で
行
っ
て
い
た
絵

手
紙
講
座
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
そ
の
後
、
近
所
の
方

と
一
緒
に
『
な
の
は
な
会
』
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
の

は
、
代
表
の
坂
本
泰
子
さ
ん
。

　
１
枚
の
は
が
き
の
中
に
、
自
分
の

思
い
を
絵
と
文
字
で
表
現
で
き
る
こ

と
が
絵
手
紙
の
魅
力
だ
と
言
い
ま
す
。

　
「
出
来
上
が
っ
た
絵
手
紙
は
、
年

賀
状
や
季
節
の
お
便
り
と
し
て
家
族

や
友
人
に
送
っ
た
り
、
展
示
会
で
飾

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
誰
か
に
見
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
次
の
作
品
作
り

へ
の
意
欲
が
湧
い
て
き
ま
す
ね
」
と

坂
本
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
『
な
の
は
な
会
』
の
立
ち
上
げ
当

初
か
ら
入
会
し
て
い
る
磯
野
幸
子
さ

ん
は
、
「
老
後
の
楽
し
み
と
し
て
、

何
か
新
し
い
事
を
や
っ
て
み
た
い
と

思
い
入
会
し
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
上

手
に
描
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ

と
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。
ほ
か
の
メ

ン
バ
ー
の
方
と
は
年
代
が
近
い
の
で
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、

作
品
作
り
の
合
間
に
お
話
し
を
す
る

こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
の
同
会
。

見
学
や
入
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
坂
本
さ
ん
（
☎
85
６
８
３
９
）

ま
で
。

知って備える防災メモ・仲間たち

▼
問
い
合
わ
せ

　
室
蘭
地
方
気
象
台
（
☎
㉒
４
２
４
９
）

火
山
の
異
常
を
感
じ
た
ら
〜
発
見
者
通
報
に
つ
い
て
〜

火
山
の
異
常
を
感
じ
た
ら

火
山
の
異
常
を
感
じ
た
ら

火
山
の
異
常
を
感
じ
た
ら

火
山
の
異
常
を
感
じ
た
ら

火
山
の
異
常
を
感
じ
た
ら
〜
発
見
者
通
報
に
つ
い
て
〜

〜
発
見
者
通
報
に
つ
い
て
〜

〜
発
見
者
通
報
に
つ
い
て
〜

〜
発
見
者
通
報
に
つ
い
て
〜

〜
発
見
者
通
報
に
つ
い
て
〜

第
37
回

人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group
な の は な 会な の は な 会な の は な 会な の は な 会

１枚のはがきで思いを伝
える『絵手紙』をはじめ
てみませんか

さ
か
も
と  

た
い
こ

い
そ
の
　
さ
ち
こ

▲楽しみながら絵手紙作りを行うメンバー▲楽しみながら絵手紙作りを行うメンバー



　野球チーム『登別ビッグ・フラップ・
オーシャン』に所属する丸石隼伸さんは、
10月24日・25日に鵡川町で開催された、
『北海道選抜選手Ｕｎｄｅｒ14統一セレ
クション』で選抜入りを果たしました。
同セレクションには、道内各地の有力選
手約90人が参加。その中で丸石さんは捕
手部門約20人中合格者２人という狭き門
を見事突破し、さらに、チームを引っ張
っていく主将にも選ばれました。
　ことし３月に千葉県で開催される全国
中学生軟式野球大会に向けて、毎月、選
抜チームの強化合宿に参加している丸石
さんに、野球への思いや今後の抱負など
を伺いました。

　　　　　　平成13年、登別市生まれ。14歳。
幼いころから野球に親しみ、小学生の時に野球チームに所属。
中学２年生となった現在は、『登別ビッグ・フラップ・オー
シャン』で捕手として日々練習を重ねるほか、主将としても
活躍し、チームを引っ張っている。

周りへの声掛けを大
切にし、プレーに磨
きをかけていきたい。

周りへの声掛けを大周りへの声掛けを大周りへの声掛けを大周りへの声掛けを大周りへの声掛けを大
切にし、プレーに磨切にし、プレーに磨切にし、プレーに磨切にし、プレーに磨切にし、プレーに磨
きをかけていきたい。きをかけていきたい。きをかけていきたい。きをかけていきたい。きをかけていきたい。

丸石隼伸
まる いし たか のぶ

さん（富岸町）

15 きらり

ア　ン　ダ　ー

　
「
今
回
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
常

に
心
が
け
て
い
る
『
周
囲
へ
の
声
掛
け
』

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ

の
技
術
と
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
の
正
確
さ
を

武
器
に
挑
み
ま
し
た
。
選
抜
さ
れ
た
と

知
っ
た
と
き
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
、
気
持

ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
」
と
語
る
丸
石

さ
ん
。

　
野
球
を
や
っ
て
い
た
お
父
さ
ん
の
影

響
で
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
遊
び
も
テ
レ
ビ

を
見
る
の
も
野
球
だ
っ
た
た
め
、
自
然

と
野
球
が
好
き
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
、
小
学
生
の
時
に
野
球
チ
ー

ム
に
入
っ
て
か
ら
は
、
チ
ー
ム
で
戦
う

こ
と
の
魅
力
を
実
感
し
ま
す
。

　
「
野
球
は
誰
か
が
ミ
ス
を
し
て
も
周

り
が
カ
バ
ー
す
る
こ
と
で
勝
つ
こ
と
が

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
試
合
で
競
っ

て
、
苦
し
い
な
が
ら
も
チ
ー
ム
で
も
が

い
て
勝
て
た
と
き
は
本
当
に
う
れ
し
い

で
す
」
。

　
中
学
生
に
な
っ
た
現
在
は
、
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
フ
ラ
イ
へ
の
対
応
力
や
配
球
を

上
手
く
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
こ
れ
ら
を
自
身
の
強
み
と

し
て
、
チ
ー
ム
の
司
令
塔
で
も
あ
る
捕

手
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
夢
は
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る

こ
と
だ
と
話
す
丸
石
さ
ん
。
そ
の
た
め
、

自
分
自
身
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
今
回
の
セ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
選
抜
チ
ー
ム

で
昨
年
11
月
か
ら
毎
月
行
わ
れ
て
い
る

合
宿
で
は
、
自
身
の
課
題
も
見
つ
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　
「
選
抜
選
手
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
の
時
に
変
化
球
に
対
応
で

き
な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
さ
ら
に
練
習
に
打
ち
込
み
、
変
化

球
に
対
応
で
き
る
ス
ピ
ー
ド
や
バ
ッ
ト

ス
イ
ン
グ
を
身
に
付
け
た
い
で
す
」
と

語
り
ま
す
。

　
「
全
国
大
会
に
は
、
結
果
を
求
め
て

挑
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
北
海
道
の
野

球
を
全
国
に
見
せ
、
優
勝
し
て
帰
っ
て

き
た
い
で
す
」
。

　
丸
石
さ
ん
は
、
３
月
の
大
会
に
向
け
、

熱
い
思
い
を
胸
に
練
習
に
励
み
ま
す
。

チ
ー
ム
で
戦
う
こ
と
で
、

勝
つ
喜
び
が
生
ま
れ
る

チ
ー
ム
で
戦
う
こ
と
で
、

勝
つ
喜
び
が
生
ま
れ
る

チ
ー
ム
で
戦
う
こ
と
で
、

チ
ー
ム
で
戦
う
こ
と
で
、

チ
ー
ム
で
戦
う
こ
と
で
、

チ
ー
ム
で
戦
う
こ
と
で
、

チ
ー
ム
で
戦
う
こ
と
で
、

チ
ー
ム
で
戦
う
こ
と
で
、

チ
ー
ム
で
戦
う
こ
と
で
、

チ
ー
ム
で
戦
う
こ
と
で
、

チ
ー
ム
で
戦
う
こ
と
で
、

勝
つ
喜
び
が
生
ま
れ
る

勝
つ
喜
び
が
生
ま
れ
る

勝
つ
喜
び
が
生
ま
れ
る

勝
つ
喜
び
が
生
ま
れ
る

勝
つ
喜
び
が
生
ま
れ
る

勝
つ
喜
び
が
生
ま
れ
る

勝
つ
喜
び
が
生
ま
れ
る

勝
つ
喜
び
が
生
ま
れ
る

勝
つ
喜
び
が
生
ま
れ
る

目
指
す
は
全
国
優
勝

目
指
す
は
全
国
優
勝

目
指
す
は
全
国
優
勝

目
指
す
は
全
国
優
勝

目
指
す
は
全
国
優
勝

目
指
す
は
全
国
優
勝

目
指
す
は
全
国
優
勝

目
指
す
は
全
国
優
勝

目
指
す
は
全
国
優
勝

目
指
す
は
全
国
優
勝

目
指
す
は
全
国
優
勝

▲選抜チームの強化合宿に参加し、
　練習に励む丸石さん



月の粗大ごみ収集3

※粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚
　160円）』を貼って出してください。（１回に
　つき５品まで）

申込期間地　区 収集期間

※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎ 　2 9 5 8 ）

収集の申し込み
 ㈲登和清掃（☎    0 2 0 0）

中央町

千歳町
２月29日㈪～
３月11日㈮

３月14日㈪～
３月19日㈯

２月22日㈪～
３月４日㈮

３月７日㈪～
３月12日㈯

と
し
ら
く

い
ま
住家

屋
表
示
板
を
配
布
し
ま
す

　
新
築
や
改
築

を
し
た
方
、
表

示
板
を
紛
失
・

破
損
し
た
方
に
、

家
屋
な
ど
の
所

在
を
わ
か
り
や

す
く
す
る
家
屋

表
示
板
を
無
償

で
配
布
し
ま
す
。

申
し
込
み
　
２
月
29
日
㈪
ま
で
に
都

　
市
政
策
Ｇ
（
☎
　
３
２
３
０
）

市
長
室
フ
リ
ー
タ
イ
ム

　
皆
さ
ん
が
市
長
と
自
由
に
話
し
合

え
る
機
会
を
広
げ
る
た
め
、
『
市
長

室
フ
リ
ー
タ
イ
ム
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
市

長
と
直
接
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
２
月
15
日
㈪
９
時
30
分
〜
17

　
時

※

１
人
（
組
）
に
つ
き
30
分
程
度
。

場
所
　
市
長
応
接
室
、
鷲
別
公
民
館
、

　
婦
人
セ
ン
タ
ー
、
登
別
温
泉
ふ
れ

　
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
苦
情
や
要
望
、
提
案
、
個
人
的
な

　
問
題
な
ど
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※

申
し
込
み
の
と
き
に
内
容
（
概
要

　
を
伺
い
ま
す
。

※

当
日
は
、
報
道
関
係
者
が
取
材
す

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
　
２
月
８
日
㈪
ま
で
に
企

　
画
調
整
Ｇ
（
☎
　
６
５
８
６
）

除
雪
車
に
よ
る
道
路
の
除
雪
の

た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

・
道
路
を
除
雪
し
た
後
に
玄
関
前
や

　
車
庫
前
に
た
ま
っ
た
雪
は
、
道
路

　
に
は
出
さ
ず
に
、
道
路
脇
や
各
家

　
庭
の
敷
地
内
で
の
処
理
を
お
願
い

　
し
ま
す
。

・
路
上
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
道
路
へ
の
『
雪
出
し
』
は
や
め
ま

　
し
ょ
う
。

・
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。

・
急
な
坂
道
に
は
、
滑
り
止
め
用
の

　
砂
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

　
散
布
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
土
木
・
公
園
Ｇ

（
☎
　
３
２
６
０
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時
　
２
月
17
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所
　
ア
ー
ニ
ス

問
い
合
わ
せ
　
健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん

　
た
21
内
・
☎
　
０
１
０
０
）

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
の
お
願
い

　
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、

使
い
捨
て
の
ラ
イ
タ
ー
に
中
身
が
残

っ
た
ま
ま
ご
み
に
出
す
と
、
ご
み
収

集
車
や
ご
み
処
理
施
設
で
爆
発
す
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ

と
を
守
っ
て
、
収
集
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

　の
出
し
方…

中
身
を
使
い
切
り
、

　
風
通
し
の
良
い
火
気
の
な
い
屋
外

　
で
、
ガ
ス
抜
き
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
を

　
利
用
し
て
ガ
ス
抜
き
を
行
っ
た
後

　
に
缶
に
穴
を
開
け
、
資
源
ご
み
と

　
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

塗
料
用
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
ガ
ス
抜

　
き
を
行
っ
た
後
、
燃
や
せ
な
い
ご

　
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
の
出
し
方…

　中
身
を
使
い
切
っ
た
後
、
燃
や
せ

　
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

金
属
製
の
ラ
イ
タ
ー
は
燃
や
せ
な

　
い
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
　
２
９

　
５
８
）

市
制
施
行
45
周
年
記
念
事
業

登
別
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

日
時
　
２
月
19
日
㈮
17
時
〜

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
『
防
災
』
を
テ
ー
マ
と
し
た

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

　
岩
手
県
陸
前
高
田
市
職
員
な
ど
が

　
基
調
講
演
な
ど
を
行
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
Ｇ

（
☎
　
１
０
７
９
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

９
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収

第
８
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
（
普
通
徴
収
第
８
期
）
の
納
期
限

は
２
月
29
日
㈪
で
す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ
　

　
　
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ

　
（
☎
　
５
７
２
０
）
、
年
金
・
長

　
寿
医
療
Ｇ
（
☎
　
２
１
３
７
）

）

84

（
☎

　
　
　
　
　
　
　

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

くらしのガイド
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ら
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23

募

集

市
内
の
小・中
学
校
な
ど
の

体
育
館
を
夜
間
開
放
し
ま
す

体
育
館
開
放
施
設
　
鷲
別
小
学
校
、

　
若
草
小
学
校
、
富
岸
小
学
校
、
青

　
葉
小
学
校
、
幌
別
西
小
学
校
、
幌

　
別
小
学
校
、
幌
別
東
小
学
校
、
登

　
別
小
学
校
、
登
別
中
学
校
、
カ
ン

　
ト
・
レ
ラ

開
放
日
時
　
４
月
４
日
㈪
〜
平
成
29

　
年
２
月
28
日
㈫
18
時
〜
21
時

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

　
（
12
月
30
日
〜
平
成
29
年
１
月
５

　
日
）
、
学
校
行
事
な
ど
で
使
用
す

　
る
日
を
除
く
。

※

富
岸
小
学
校
と
登
別
中
学
校
は
、

　
18
時
30
分
か
ら
21
時
ま
で
。

※

カ
ン
ト
・
レ
ラ
は
、
11
月
30
日
㈬

　
ま
で
。

対
象
　
次
の
３
点
を
満
た
す
団
体

・
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
を
し
て

　
い
る
10
人
以
上
の
方
で
構
成
さ
れ

　
る
団
体
で
あ
る
こ
と

・
団
体
の
構
成
員
の
中
か
ら
責
任
者

　
と
代
理
責
任
者
を
１
人
ず
つ
明
確

　
に
す
る
こ
と

・
興
行
や
営
利
を
目
的
と
し
た
活
動

　
で
利
用
し
な
い
こ
と

利
用
条
件
　
団
体
自
ら
、
施
設
の
開

　
錠
・
施
錠
や
電
灯
の
操
作
、
団
体

　
間
と
の
利
用
調
整
な
ど
を
行
う
と

　
と
も
に
、
学
校
の
備
品
以
外
は
団

　
体
が
準
備
す
る
こ
と

利
用
料
　
１
回
に
つ
き
500
円
（
青
少

　
年
団
体
は
１
回
に
つ
き
250
円
）

申
し
込
み
　
２
月
15
日
㈪
か
ら
、
社

　
会
教
育
Ｇ
や
各
支
所
、
総
合
体
育

　
館
に
備
え
付
け
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
『
団
体
登
録
申

　
請
書
』
を
、
３
月
８
日
㈫
ま
で
に

　
持
参
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

　
ル
で
社
会
教
育
Ｇ
（
　
　
９
７
４

　
４
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

　noboribetsu.lg.jp

）
に
提
出

※

申
請
団
体
の
責
任
者
と
代
理
責
任

　
者
は
、
３
月
15
日
㈫
18
時
30
分
か

　
ら
市
民
会
館
で
行
う
『
利
用
調
整

　
会
議
』
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

（
☎
　
１
１
２
９
）

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

　
高
校
や
短
期
大
学
、
大
学
、
専
修

学
校
な
ど
へ
の
入
学
や
在
学
中
の
費

用
を
支
援
す
る
公
的
融
資
制
度
で
す
。

融
資
限
度
額
　
学
生
・
生
徒
１
人
に

　
つ
き
350
万
円
以
内

利
率
　
年
２
・
05
㌫
（
１
月
１
日
現

　
在
）

※

融
資
対
象
の
学
校
や
世
帯
の
収
入

　
に
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

　
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
『
国
の
教
育
ロ
ー
ン
』
コ
ー
ル
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
ー
008
ー
656

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
保
障・救
済

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
暴
露
作

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
各

種
の
労
災
保
険
給
付
や
特
別
遺
族
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
方
が

過
去
に
石
綿
暴
露
作
業
に
従
事
し
て

い
た
場
合
に
は
支
給
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
労
働
基
準
監
督

　
署
（
☎
　
６
１
３
１
）

第
５
回
国
際
理
解
講
座

日
時
　
２
月
25
日
㈭
18
時
〜

場
所
　
市
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室

内
容
　
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ

　
の
レ
ベ
カ
・
ス
ピ
ン
ク
さ
ん
か
ら
、

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
生
活
や
文

　
化
、
日
本
と
の
違
い
な
ど
に
つ
い

　
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
し
込
み
　
２
月
19
日
㈮
ま
で
に
企

　
画
調
整
Ｇ
（
☎
　
１
１
２
２
）

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
内
閣
府
は
、
平
成
28
年
度
に
実
施

す
る
青
年
国
際
交
流
事
業
（
国
際
青

年
育
成
交
流
、
日
本
・
中
国
青
年
親

善
交
流
、
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交

流
、
『
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
』
事

業
、
次
世
代
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー

事
業
『
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ー
ル

ド
・
ユ
ー
ス
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
』
、
地

域
課
題
対
応
人
材
育
成
事
業
『
地
域

コ
ア
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
）
へ

の
参
加
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
内
閣
府
青
年
国
際
交

　
流
担
当
（
☎
03
ー
６
２
５
７
ー
１

　
４
３
４
）
、
北
海
道
総
合
政
策
部

　
知
事
室
国
際
課
（
☎
011
ー
204
ー
５

　
１
１
４
）

介
護
の
仕
事
に
復
帰
し
ま
せ
ん
か

　
介
護
施
設
な
ど
で
の
就
労
経
験
が

あ
り
現
在
介
護
業
務
に
就
い
て
い
な

い
方
を
対
象
に
、
ブ
ラ
ン
ク
に
よ
る

不
安
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

・
２
月
22
日
㈪
・
25
日
㈭
９
時
〜
12

　
時
30
分…

婦
人
セ
ン
タ
ー

・
２
月
23
日
㈫
・
24
日
㈬
10
時
〜
14

　
時…

市
内
介
護
事
業
所

内
容
　
尊
厳
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　
ン
、
職
員
に
求
め
ら
れ
る
視
点
の

　
理
解
、
介
護
施
設
で
の
見
学
実
習
、

　
緊
急
時
の
対
応
な
ど

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

※

４
日
間
と
も
託
児
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
　
２
月
12
日
㈮
ま
で
に
高

　
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
　
５
７
２
０
）

syakyou@city.

）
Ｔ
）

88
FAX
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平
成
平
成
2828
年
度
奨
学
生
の
募
集

年
度
奨
学
生
の
募
集

年
度
奨
学
生
の
募
集

対
象
　
高
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

　
修
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
（
大

　
学
院
を
除
く
）
に
入
学
す
る
方
で
、

　
（
公
財
）
登
別
育
英
会
の
定
め
る

　
基
準
に
達
し
て
い
る
方

奨
学
金
（
月
額
）

・
高
校…

１
万
円

・
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
短

　
期
大
学…

１
万
５
千
円

・
大
学…

２
万
円

募
集
人
数
　
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

申
し
込
み
　
市
民
会
館
に
備
え
付
け

　
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

　
の
上
、
３
月
31
日
㈭
ま
で
に
登
別

　
育
英
会
に
提
出

問
い
合
わ
せ
　
登
別
育
英
会

（
☎
　
１
１
０
０
）

日
高
胆
振
沿
岸
海
岸
保
全
基
本
計
画

日
高
胆
振
沿
岸
海
岸
保
全
基
本
計
画

日
高
胆
振
沿
岸
海
岸
保
全
基
本
計
画

の
変
更
案
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

の
変
更
案
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

の
変
更
案
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
『
日
高
胆
振
沿
岸
海
岸
保
全
基
本

計
画
』
の
変
更
に
あ
た
っ
て
、
変
更

案
を
公
開
し
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

変
更
案
縦
覧
期
間
　
２
月
15
日
㈪
〜

　
３
月
15
日
㈫

変
更
案
縦
覧
場
所
　
都
市
政
策
Ｇ
、

　
胆
振
総
合
振
興
局

意
見
の
提
出
方
法
　
任
意
の
用
紙
に

　
意
見
を
記
入
の
上
、
３
月
25
日
㈮

　
ま
で
に
都
市
政
策
グ
ル
ー
プ
ま
た

　
は
胆
振
総
合
振
興
局
に
提
出

問
い
合
わ
せ
　
胆
振
総
合
振
興
局
維

　
持
管
理
課
（
☎
　
９
８
７
２
）

就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

日
時
　
２
月
18
日
㈭
13
時
30
分
〜
16

　
時
30
分

場
所
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容
　
ゲ
ー
ム
や
討
議
な
ど
を
通
し

　
て
、
自
己
理
解
を
深
め
ま
す

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
し
込
み
　
２
月
15
日
㈪
ま
で
に
登

　
別
職
業
訓
練
協
会

（
☎
　
１
４
５
０
）

北
海
道
新
幹
線『
胆
振
メ
モ
リ

北
海
道
新
幹
線『
胆
振
メ
モ
リ

北
海
道
新
幹
線『
胆
振
メ
モ
リ

ア
ル
フ
ォ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

ア
ル
フ
ォ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

ア
ル
フ
ォ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

　
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真
を
募
集

す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
３
月
25
日

㈮
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
抽
選

で
胆
振
管
内
の
特
産
品
が
当
た
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
胆
振
総
合
振
興
局
地

　
域
政
策
課
（
☎
　
９
５
６
８
）

www.iburi.pref.hokkaido.lg.jp/
http://

ts/tss/shinkansen/photo.htm

）

（
☎
　
１
１
０
０
）

88

　
持
管
理
課
（
☎
　
９
８
７
２
）

24

　
域
政
策
課
（
☎
　
９
５
６
８
）

24
（
☎
　
１
４
５
０
）

案件名　登別市公共施設等総合管理計画（案）
概要　『登別市公共施設等総合管理計画』は、公共施設や道路・橋梁など
　のインフラの全体の状況を把握し長期的な視点をもって更新や統廃合、
　長寿命化などを計画的に行うことにより、財政負担の軽減や平準化など
　を図ることを目的とし、各種長寿命化計画などの関連計画の基本となる
　ものです
募集期間　２月17日㈬～３月17日㈭
意見の例　「○○事業は、△△のように改善すれば市民が利用しやすくな
　る」、「条例案○条は、△△と記載されているが、□□の理由から◇◇
　のような記載が必要ではないか」など、皆さんの意見をお寄せください
意見の提出方法　右記の閲覧場所に備え付けの専用用紙か任意の用紙に①
　案件名、②住所、③氏名、④電話番号、⑤意見を記入し、郵送またはフ
　ァクス、Ｅメールで人事・行政管理グループ（〒059－８７０１中央町６
　丁目11、　　８２８６、Ｅメール：gyoukan＠city.noboribetsu.lg.jp）
　に提出するか、閲覧場所に備え付けの『意見箱』へ投函してください
※電話や来庁による口頭でのご意見はお受けできません。
意見に対する回答　寄せられた意見に対する市の考え方を市ホームページ
　に掲載するほか、閲覧場所に閲覧ファイルを備え付けます。なお、意見
　を提出した方に対しての個別の回答は行いません
問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎　１１３２）

案件名　登別市景観とみどりの条例（案）
募集期間　平成27年11月16日㈪～12月15日㈫
提出された意見数　０件
問い合わせ　都市政策グループ（☎　３２３０）　都市政策グループ（☎　３２３０）　都市政策グループ（☎　３２３０）

　人事・行政管理グループ（☎　１１３２）

、　　８２８６、Ｅメール：FAX

　平成27年度に実施した、
または実施している案件
は、次の施設・場所に設
置していますので、ご自
由に閲覧してください。
・本庁舎１階市民ロビー
・各支所
・市民会館
・市立図書館
・市民活動センター
※市ホームページ（http:
　

　　　　　　　　でもご
　覧いただけます。

～パブリックコメントのお知らせ～～パブリックコメントのお知らせ～
●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件●意見を募集している案件

●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件●意見の募集を終了した案件

●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所●各案件の閲覧場所

//www.city.noborib
etsu.lg.jp/docs/201
5042700069）　　

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『
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場　所 日　　時

・室蘭税務署受け付け（確定申告）

・登別市受け付け（確定申告、市・道民税申告）

▶申告期間　２月16日㈫～３月15日㈫
※所得税の還付となる確定申告、市・道民税申告は、２月16日より前でも申告をすることができます。
▶受付場所・日時

場　所 日　　時

室蘭税務署
室蘭地方合同庁舎２階

２月16日㈫～３月15日㈫
（土・日曜日、祝日を除く） ９時～17時

　
２
年
前
納
で
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
を
所
得
か
ら
控
除
す
る
場
合
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
１
つ
を
選
択
で
き
ま
す
。

①
全
額
を
納
め
た
年
に
控
除

②
各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す
る
額
を
各
年
に
控
除

※

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
を
納
め
た
期
間
に
よ
っ
て
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
証
明
書
が
送

付
さ
れ
る
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

・
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
納
付
し
た
方…
平
成
27
年
11

　
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
発
送
済
み

・
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
初
め
て
納
付
し
た
方…
２
月

　
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
発
送
予
定

※

平
成
27
年
11
月
に
送
付
さ
れ
た
方
に
は
、
２
月
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料

控
除
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料

控
除
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料

控
除
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

控
除
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

控
除
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

控
除
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

控
除
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

控
除
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

控
除
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

控
除
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

控
除
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が
所
得
税
と
市
・
道
民
税
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
な
ど
で
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、
日
本

年
金
機
構
が
発
行
す
る
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
』
ま
た
は
『
領
収
書
』
の
添
付
が
必
要
で
す
。

○
平
成
27
年
に
国
民
年
金
保
険
料
を
２
年
前
納
し
た
方
へ

○
平
成
27
年
に
国
民
年
金
保
険
料
を
２
年
前
納
し
た
方
へ

○
平
○
平
○
平
○
平
○
平
○
平
○
平
○
平
○
平
成成成成成成成成成
222222222777777777
年
に
国
民
年
金
保
険
料
を
２
年
前
納
し
た
方
へ

年
に
国
民
年
金
保
険
料
を
２
年
前
納
し
た
方
へ

年
に
国
民
年
金
保
険
料
を
２
年
前
納
し
た
方
へ

年
に
国
民
年
金
保
険
料
を
２
年
前
納
し
た
方
へ

年
に
国
民
年
金
保
険
料
を
２
年
前
納
し
た
方
へ

年
に
国
民
年
金
保
険
料
を
２
年
前
納
し
た
方
へ

年
に
国
民
年
金
保
険
料
を
２
年
前
納
し
た
方
へ

年
に
国
民
年
金
保
険
料
を
２
年
前
納
し
た
方
へ

年
に
国
民
年
金
保
険
料
を
２
年
前
納
し
た
方
へ

○
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』

　
の
送
付
時
期

○
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』

　
の
送
付
時
期

○
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』

○
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』

○
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』

○
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』

○
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』

○
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』

○
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』

○
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』

　
の
送
付
時
期

　
の
送
付
時
期

　
の
送
付
時
期

　
の
送
付
時
期

　
の
送
付
時
期

　
の
送
付
時
期

　
の
送
付
時
期

　
の
送
付
時
期

　
の
送
付
時
期

▼
問
い
合
わ
せ

　
室
蘭
年
金
事
務
所
（
☎
○
７
１
０
４
）

24

所得税・復興特別所得税の確定申告、
市・道民税申告を忘れずに

市役所本庁舎３階第１会議室
市役所本庁舎１階６番窓口
鷲別公民館
登別温泉ふれあいセンター
婦人センター

※会場が混雑している場合は受け付けを早めに切り上げることがあります。16時頃までにお越しください。

９時～11時30分
13時～16時30分
※事業所得などの確
　定申告は受け付け
　ません。

３月15日㈫まで （土・日曜日、祝日を除く）
２月21日㈰・28日㈰（休日申告）
２月22日㈪～24日㈬
２月26日㈮
２月29日㈪、３月１日㈫

※次に該当する方は電話で市・道民税申告をすることがで
　きます。医療保険（国民健康保険・後期高齢者医療制度）
　の保険税（料）の算定や市が行う医療助成の受給者証交
　付などに影響がありますので、該当する方は忘れずに税
　務グループにご連絡ください。
・平成27年中の収入が無かった方
・収入が遺族年金や障害年金、福祉年金などの非課税年金
　のみの方
・収入が雇用保険からの給付金や傷病手当金のみの方
▶持ち物　印鑑（シャチハタ不可）、前年の収入金額を証
　明する書類（原本）、各保険料控除証明書類、障害者手
　帳、通帳（還付金が発生する場合）など
▶問い合わせ　税務グループ（☎　１１５５）
　　　　　　　室蘭税務署（☎　４１５１）　４１５１）　４１５１）22

　１１５５）　１１５５）

　消費税・地方消費税、贈与税の確定申告
は、次の期間で受け付けています。
・個人事業者の方の消費税・地方消費税…
　３月31日㈭まで
・贈与税…３月15日㈫まで
※贈与税の申告期間について、広報のぼり
　べつ１月号で３月16日㈬までとお知らせ
　していましたが、室蘭税務署から訂正が
　ありました。申告期間は３月15日㈫まで
　です。

室蘭税務署からのお知らせ室蘭税務署室蘭税務署室蘭税務署室蘭税務署室蘭税務署からのおからのおからのおからのおからのお知知知知知らせらせらせらせらせ

くらしのガイド
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命
を
救
っ
て
く
れ
た
男
性
に

あ
ら
た
め
て
お
礼
を
言
い
た
い

企画調整グループ

り
ま
し
た
。

　
私
は
慌
て
て
夫
に
駆
け
寄
り
、
夫

を
抱
き
起
こ
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

「
ご
き
っ
」
と
い
う
音
が
鳴
り
ま
し

た
。
ど
う
や
ら
、
私
は
ぎ
っ
く
り
腰

を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

夫
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ず
途
方
に

暮
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
時
、
踏
切
の
前
に
止
ま
っ
て

い
た
車
か
ら
、
男
性
が
飛
び
出
し
て

き
た
の
で
す
。

　
「
何
を
し
て
い
る
ん
だ
」
。
そ
う

叫
ん
だ
そ
の
男
性
は
、
自
分
の
命
を

顧
み
ず
、
夫
を
踏
切
か
ら
引
っ
張
り

出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
腰
を
痛
め
な

が
ら
も
私
も
自
力
で
出
る
こ
と
が
で

き
、
夫
婦
と
も
に
命
か
ら
が
ら
踏
切

か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
そ
の
男
性
は
40
代
か
ら
50
代
ぐ
ら

い
で
、
濃
い
灰
色
の
車
で
若
山
町
側

か
ら
国
道
側
に
向
か
っ
て
踏
切
で
止

ま
っ
て
い
た
方
で
す
。
そ
の
場
で
お

礼
は
言
っ
た
も
の
の
、
慌
て
て
い
た

た
め
、
そ
の
男
性
の
連
絡
先
を
伺
う

の
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

紙
面
を
借
り
て
、
あ
ら
た
め
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
命
を
救
っ
て
い

た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
若
山
町
　
女
性
）

　
平
成
27
年
12
月
８
日
㈫
の
こ
と
で

す
。
夫
と
私
は
、
と
あ
る
男
性
に
命

を
救
わ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
夫
婦
は
毎
日
の
よ
う
に
病

院
に
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
日
の
朝

も
、
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
、
病
院

に
向
か
う
た
め
国
道
沿
い
の
バ
ス
停

（
大
和
町
２
丁
目
付
近
・
あ
か
し
や

団
地
）
に
向
か
っ
て
家
を
出
ま
し

た
。

　
私
た
ち
の
自
宅
は
若
山
町
に
あ
る

の
で
、
バ
ス
に
乗
る
た
め
に
は
大
和

町
１
丁
目
付
近
の
踏
切
を
渡
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
日
は
午
前
９
時

15
分
前
後
に
踏
切
を
渡
り
始
め
ま
し

た
。

　
踏
切
を
渡
り
切
っ
た
私
が
ふ
と
後

ろ
を
振
り
返
っ
た
時
、
既
に
遮
断
機

が
降
り
て
い
て
、
踏
切
の
中
で
夫
が

転
ん
で
い
た
の
で
す
。

　
夫
は
踏
切
か
ら
線
路
側
に
足
を
踏

み
外
し
て
し
ま
い
、
も
と
も
と
足
が

悪
い
せ
い
も
あ
っ
て
、
踏
切
に
足
が

引
っ
掛
か
っ
て
起
き
上
が
れ
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
の
日
は
路
面
の
状

態
が
悪
か
っ
た
の
で
踏
切
の
端
付
近

を
歩
く
よ
う
に
し
た
の
が
災
い
と
な

教育資金などの準備はお済みですか
～登別市勤労者特別融資制度～

問い合わせ　商工労政グループ（☎○２１７１）85

　引越費用や介護費用などの大きな出費、
生活の安定に必要な費用など、幅広い用途
に利用できます。
※保証料率は、北海道労働金庫会員の方は
　0.6㌫、一般勤労者の方は1.2㌫です。

生活資金　　金利：年2.28㌫
（固定金利・保証料率別途）

▶融資限度額　100万円

　高校・大学への入学金や授業料をはじめ、
教材費や下宿代などに利用できます。
※保証料率は、北海道労働金庫会員の方が
　0.6㌫、一般勤労者の方が1.2㌫です。

教育資金　　金利：年1.94㌫
（固定金利・保証料率別途）

▶融資の対象となる方
・登別市内に居住し、同一事業所に１年以上勤務してい
　る方（自営業者を除く）
・安定した収入があり、前年の収入が150万円以上の方
・最終返済年齢が75歳以下となる方
▶返済期間　10年以内
※教育資金は在学期間中（最長で４年間）に限り返済を
　据え置くことができます。
▶返済方法　元利均等返済方式（ボーナス返済併用可）
▶申し込みに必要なもの　身分を証明するもの（運転免
　許証、パスポートなど）、健康保険証、前年の源泉徴
　収票（機械処理されているもの）、印鑑、納税証明書、
　資金使途確認書類 （合格通知書、在学証明書、学費納
　付書など）　
※資金使途確認書類は『教育資金』のみ。
▶申込金融機関　北海道労働金庫室蘭支店
　　　　　　　　同労働金庫室蘭東支店（☎　3611）
※審査の結果、ご希望に添えないことがあります。

（☎　1975）（☎　1975）22

　　　　　　　　同労働金庫室蘭東支店（☎　3611）45

▶融資限度額　300万円

　楽しかったこと、
悲しかったこと、
市への疑問や意見・
要望などを企画調
整グループに電話
やはがき、封書、
ファクス、電子メ
ールでお寄せくだ
さい。なお、個人
や団体への中傷、
営利を目的とした
お話はご遠慮くだ
さい。

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

くらしのガイド

ドイガのしらく 　市や国、道からのお知らせ 20



21 困った！ときにはまず相談

相談名相談名 日時日時 場所場所 相談内容相談内容 申し込み・問い合わせ申し込み・問い合わせ
※『Ｇ』はグループの略※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

市民相談 随時

消費生活相談
随時

人権相談所
月～金曜日
８時30分～17時15分

２月18日㈭
14時～17時

２月15日㈪
10時～12時

３月19日㈯
９時30分～12時

２月27日㈯
９時30分～12時

※登別消費者協会は火～
　金曜日の10時～16時。

障害福祉グル
ープ

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

鉄南ふれあい
センター

鉄南ふれあい
センター

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

消費生活センター
（☎85 3 4 9 1）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7）

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

２月26日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0）

３月11日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：増川　拓さん
定員：６人（申し込み順）

障がいのある方の
就労相談窓口

・２月25日㈭・26日㈮
  17時30分～20時
・２月27日㈯９時～17時

水・金曜日
８時30分～17時

月～金曜日
17時以降(予約制)

月～金曜日
10時～16時(予約制)

２月５日㈮・19日㈮
10時～16時(予約制)

鉄南ふれあい
センター

登別労働会館
（千歳町３丁目）

登別郵便局
（ＪＲ幌別駅西口前）

地域職業相談室
（アーニス内）

土曜日
10時～17時

夜間・土曜
納税相談窓口

職業訓練セン
ター（青葉町）

税務グループ

就職活動などで抱える不安や
悩みなど

解雇や労働条件の引き下げ、
職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7）

登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5）

企画調整Ｇ
（☎85 6 5 8 6）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7）

無料労働相談
（市支援事業）

一日行政相談

市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

ます かわ たく

国や特殊法人、北海道、市の
業務に関する苦情や意見、要
望
行政相談委員：垣内登紀子さん
　　　　　　　吉田　伸吾さん

かきうち

よし だ

と き こ

しん ご

障がいのある方の就労や雇用
２月10日㈬までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブル、商
品、サービスに関する苦情など



問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎85０１００）

診査名・対象 日　時 内　　容 持ち物 場所

３月９日㈬
時間は個別通知

３月14日㈪
時間は個別通知

３月23日㈬
時間は個別通知

３月３日㈭
時間は個別通知

３月24日㈭
９時20分～10時

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円）
診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談
発育・発達・育児・栄
養などの相談

母子健康手帳、
バスタオル、
替えおむつ

母子健康手帳

し
ん
た
21

乳幼児健康相談 診査

（平成27年10月生まれ）
４～５カ月児健康診査

（平成26年８月生まれ）
１歳６カ月児健康診査

（平成27年５月生まれ）
10カ月児健康相談

（平成25年２月生まれ）
３歳児健康診査

（事前の申し込みが必要です）
すくすく☆親子相談

日
時
・
場
所

・
３
月
２
日
㈬
・
鷲
別
公
民
館

・
３
月
９
日
㈬
・
若
草
児
童
ク
ラ
ブ

・
３
月
16
日
㈬
・
で
あ
え
ー
る
は
ま

　
な
す

※

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
12
時

　
ま
で
。

対
象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
保
護
者

内
容

　遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

持
ち
物

　上
靴

※

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
に
車
で
お

　
越
し
の
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　中
央
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
81
３
７
１
５
）

日
時
　
２
月
23
日
㈫
９
時
30
分

場
所
　
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

対
象
　
２
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
の

　
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員

　20
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料

　１
人
77
円
（
バ
ス
保
険
料

問
い
合
わ
せ

　２
月
８
日
㈪
か
ら
12

　
日
㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
81
３
７
１
５
）

日
時
　
２
月
10
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所
　
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

対
象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
保
護
者

内
容

　そ
り
滑
り
台
や
ス
ケ
ー
ト
リ

　
ン
ク
な
ど
で
の
外
遊
び

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
防
寒
着
、
手
袋
、
飲
み
物
、

　
昼
食
な
ど

申
し
込
み

　２
月
９
日
㈫
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
２
月
12
日
㈮
10
時
〜
12
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

　
援
を
し
て
い
る
指
導
者

内
容

　屋
内
と
屋
外
そ
れ
ぞ
れ
で
の
、

　
子
ど
も
と
の
遊
び
方
に
つ
い
て

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

※

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

　
み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

　防
寒
着
、
防
寒
靴
、
防
寒

　
具

申
し
込
み

　２
月
11
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
２
月
18
日
㈭
10
時
30
分
〜
12

　
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象
　
子
育
て
中
の
方

内
容

　冬
の
森
歩
き

定
員

　15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料

　200
円

持
ち
物

　コ
ッ
プ

申
し
込
み

　２
月
17
日
㈬
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
２
月
20
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

　
時

　

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象
　
親
子

内
容

　雪
遊
び
、
か
ま
く
ら
づ
く
り

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
100
円

持
ち
物

　動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

　
飲
み
物
、
防
寒
着
、
防
寒
具
、
着

　
替
え
な
ど

申
し
込
み

　２
月
19
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

雪
と
遊
ぼ
う
バ
ス
遠
足

雪
と
遊
ぼ
う
バ
ス
遠
足

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

　 

　  

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

　 

　  

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

）

すす

子
育
て

子
育
て

健 

康
健 

康
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て
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て
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』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

子
育
て
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

カ

　
　

  

フ

　
　

  

ェ

カ

　
　

  

フ

　
　

  

ェ



お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

　〜
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

　〜
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

　〜
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

　〜
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

市
民
健
康
教
室

　〜
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て
〜

市
民
健
康
教
室

　〜
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て
〜
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い
き
い
き

 

健

　

 

康

い
き
い
き

 

健

　

 

康

日
時
　
３
月
５
日
㈯
10
時
〜
12
時

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
お
父
さ
ん

内
容
　
運
動
遊
び
や
ゲ
ー
ム
な
ど

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
81
３
７
１
５
）

日
時
　
２
月
20
日
㈯
10
時
〜
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
お
父
さ
ん

内
容
　
ひ
な
祭
り
制
作
、
天
気
が
良

　
け
れ
ば
雪
遊
び
な
ど

持
ち
物
　
防
寒
着
、
手
袋
、
帽
子
、

　
飲
み
物
、
着
替
え
な
ど

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
80
２
７
７
２
）

日
時
　
２
月
24
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
保
護
者

内
容
　
お
ひ
な
様
制
作

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
80
２
７
７
２
）

●
１
回
目

日
時
　
３
月
12
日
㈯
13
時
30
分
〜
15

　
時
30
分

場
所
　
し
ん
た
21

内
容
　
沐
浴
・
お
む
つ
交
換
実
習
、

　
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験
な
ど

対
象
　
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
（
ご
家

　
族
の
参
加
も
可
）

定
員
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

●
２
回
目

日
時
　
３
月
16
日
㈬
13
時
30
分
〜
15

　
時
30
分

場
所
　
し
ん
た
21

内
容
　
妊
婦
体
操
、
参
加
者
同
士
の

　
交
流
、
妊
娠
期
の
食
生
活
に
つ
い

　
て
な
ど

対
象
　
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
し
込
み
　
健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た

　
21
内
・
☎
85
０
１
０
０
）

日
時
　
２
月
27
日
㈯
14
時
30
分

場
所
　
室
蘭
・
登
別
保
健
セ
ン
タ
ー

　
３
階

演
題
・
講
師

・
『
糖
尿
病
の
新
し
い
治
療
法
〜
健

　
　
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
〜
』

・
『
糖
尿
病
と
合
併
症
に
つ
い
て
』

　
　
あ
と
う
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

　
　
・
網
頭
慶
太
先
生

・
『
糖
尿
病
新
治
療
の
成
果
』
市
立

　
　
室
蘭
総
合
病
院
糖
尿
病
内
科
部

　
　
長
・
宮
崎
義
則
先
生

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
市
医
師
会
事
務

　
局
（
☎
45
４
３
９
３
）

お
楽
し
み
デ
ー

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

あ
と
う
け
い
た

み
や
ざ
き
よ
し
の
り

問い合わせ問い合わせ　室蘭歯科医師会

日時日時 診療所・住所・電話診療所・住所・電話
2月の歯科救急医療

２月７日㈰
９時～11時

２月11日㈭
９時～11時

２月14日㈰
９時～11時

２月21日㈰
９時～11時

２月28日㈰
９時～11時

3 5 2 243

岩倉歯科
室蘭市水元町12－６

7 1 1 745（☎　　　　　）

新生ファミリー歯科
登別市新生町３丁目16－21

1 1 8 282（☎　　　　　）

御前水歯科クリニック
室蘭市御前水町２丁目６－20

8 1 4 8㉔（☎　　　　　）

（☎　　　　　）柴田歯科医院
室蘭市中島町１丁目24－７

1 0 2 244

（☎　　　　　）高橋歯科医院
室蘭市本輪西町１丁目６－８

8 4 0 155

宇賀歯科医院
室蘭市中央町２丁目９－10

サンフィッシュデンタルクリニック
伊達市船岡町362－18

（☎　　　　　　　　　）1 8 3 00 1 4 2 ㉓

6 9 8 9㉒（☎　　　　　）

　



▼問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎85０１００）

冬に流行する病気を予防しましょう冬に流行する病気を予防しましょう

◎インフルエンザ
　感染すると、38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛など全身の
症状が突然現れ、のどの痛み、鼻汁、咳などが出ます。
・帰宅時、うがいや手洗いをする。
・部屋の湿度を50から60㌫に保つ。
・十分な休養とバランスの良い栄養を取る。
・人混みへの外出を控える。
・外出時にはマスクを着用する。
・予防接種を受ける。

◎ノロウイルス
　感染力が強く、吐き気やおう吐、下痢、腹痛が１・２日続き、回
復後も数週間、大便の中にウイルスの排せつが続くことがあります。
・しっかりと手を洗う。
・食品などは十分に加熱する。
・大便やおう吐物の処理には、使い捨てのマスクと手袋を着用する。
・おう吐物で汚れた床は、漂白剤を含ませた布で浸すように拭き、
　じゅうたんなどは、85℃で１分以上スチームアイロンをかける。

日
時
　
２
月
14
日
㈰
９
時
30
分
〜
12

　
時
30
分

場
所

　市
民
プ
ー
ル
『
ら
く
あ
』
２

　
階
研
修
室

内
容

　小
児
、
乳
児
、
新
生
児
に
対

　
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
め

　
た
心
肺
蘇
生
法
（
普
通
救
命
講
習

　
Ⅲ
）

定
員

　10
人
（
申
し
込
み
順
）

申
し
込
み

　２
月
10
日
㈬
ま
で
に
消

　
防
署
警
備
Ｇ
（
☎
85
２
５
５
１
）

　日
時
　
２
月
３
日
㈬
18
時
30
分

場
所

　室
蘭
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

　
大
会
議
室

内
容

　嚥
下
の
新
し
い
考
え
方
『
プ

　
ロ
セ
ス
モ
デ
ル
の
紹
介
』
〜
食
べ

　
物
で
う
つ
る
病
気
に
つ
い
て
〜

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　み
な
が
わ
往
診
ク
リ

　
ニ
ッ
ク
（
☎
83
５
９
６
２
）

日
時
　
２
月
９
日
㈫
14
時
〜
16
時

場
所

　し
ん
た
21

内
容

　こ
こ
ろ
の
病
気
に
関
す
る
基

　
礎
講
座
と
当
事
者
の
体
験
談
を
通

　
し
て
、
こ
こ
ろ
の
病
気
に
つ
い
て

　
学
ぶ

申
し
込
み

　２
月
５
日
㈮
ま
で
に
三

　
愛
病
院
医
療
福
祉
相
談
室

（
☎
83
３
２
０
７
）

日
時
　
２
月
10
日
㈬
10
時
30
分
〜
11

　
時

場
所

　Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
栄
養
教

　
室

内
容

　糖
尿
病
食
の
コ
ツ

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　同
病
院

（
☎
80
３
２
３
５
）

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『
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救
急
救
命
講
習
会

健
康
教
室

え
ん
げ

第
12
回
室
蘭
・
登
別
食
介
護
研
究
会

第
12
回
室
蘭
・
登
別
食
介
護
研
究
会

市
民
公
開
講
座

『
知
っ
て
ほ
し
い
こ
こ
ろ
の
病
気
』

市
民
公
開
講
座

『
知
っ
て
ほ
し
い
こ
こ
ろ
の
病
気
』

ジ
ェ
イ
コ
ー



第６回 すべってファイト！ 日
時
　
２
月
27
日
㈯
10
時
〜
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対
象
　
小
学
生
以
上

内
容
　
『
ら
く
が
ん
』
作
り

参
加
料
　
200
円

持
ち
物
　
上
靴
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
ふ
き
、
菓
子
持
ち
帰
り
用

容
器
、
ク
ッ
キ
ー
や
プ
リ
ン
の
型

（
お
持
ち
の
方
の
み
）

申
し
込
み
　
２
月
４
日
㈭
か
ら
20
日

㈯
ま
で
に
郷
土
資
料
館

（
☎
88
１
３
３
９
）

日
時
　
２
月
17
日
㈬
・
３
月
２
日
㈬

10
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

　
毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
２
月

26
日
㈮
）
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
２
月
27
日
㈯
13
時
〜
15
時

場
所
　
市
立
図
書
館

内
容
　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
千
年
の
秘
技
・
た

た
ら
製
鉄
　
復
活
の
炎
』
鑑
賞

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
２
月
24
日
㈬
〜
27
日
㈯

場
所
　
市
立
図
書
館

内
容
　
室
蘭
登
別
た
た
ら
の
会
に
よ

る
パ
ネ
ル
写
真
や
、
た
た
ら
製
鉄

製
品
な
ど
の
展
示

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
２
月
13
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
２
月
６
日
㈯
13
時
〜
15
時

場
所
　
市
立
図
書
館

内
容
　
室
蘭
市
出
身
の
芥
川
賞
作
家

で
あ
る
三
浦
清
宏
の
文
学
世
界
を
、

受
賞
作
か
ら
最
近
の
作
品
ま
で
通

観
し
て
読
み
解
く

講
師
　
登
別
文
学
の
会
代
表
・
浅
野

清
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
２
月
20
日
㈯
10
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
２
月
27
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日時　①２月27日㈯13時30分～15時30分
　　　②３月６日㈰10時～12時
　　　③３月20日㈰10時～12時
　　　④３月27日㈰10時～12時
場所　①、②、③市民会館大会議室
　　　④郷土資料館
内容　①北海道の古文書についての講演
　　　②、③古文書解読
　　　④実際の古文書を観察
講師　①北海道博物館学芸員　三浦泰之さん
　　　②、③、④市教育委員会学芸員
　　　　　　　　　　　　　　平塚理子さん
定員　①50人
　　　②、③各30人
　　　④20人
　　　※いずれも申し込み順。
申し込み　２月８日㈪から各開催日前日までに
社会教育グループ（☎88１１２９）

古
文
書
教
室

古
文
書
教
室

み　うら やす　ゆき

ひら　つか　みち　こ

日時　２月６日㈯10時～13時
場所　富岸町１丁目10－１
　株式会社ネットワーク
　共生サロン『ファイト』前特設会場
内容　ジャンボそり滑り台、宝さがしなど
参加料　500円
問い合わせ　株式会社ネットワーク
　共生サロン『ファイト』（☎85１１４５）

２
月
号

キ
ッ
ズ
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

　
　〜
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
〜

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

　
　〜
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
〜

和
菓
子
作
り
体
験

た
た
ら
製
鉄
の
世
界

た
た
ら
製
鉄
講
座

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

　〜
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
〜

市
立
図
書
館
休
館
情
報

文
学
講
演
会

え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会

み
　
う
ら
き
よ
　
ひ
ろ
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日
時
　
２
月
13
日
㈯
14
時
〜
16
時

場
所
　
と
も
か
な

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

申
し
込
み
　
２
月
10
日
㈬
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）

日
時
　
２
月
14
日
㈰
９
時
50
分
〜
12

時

場
所
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原

対
象
　
小
学
生
（
保
護
者
同
行
も
可
）

内
容
　
手
作
り
の
カ
ン
ジ
キ
を
履
い

て
湿
原
内
を
探
検
す
る

定
員
　
10
人
程
度
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
防
寒
着
、
長
靴

申
し
込
み
　
２
月
10
日
㈬
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ウ
シ
ト
湿
原
・
登

別
・
熊
谷
さ
ん

（
☎
090
ー
７
５
１
３
ー
２
９
８
３
）

日
時
　
２
月
26
日
㈮
13
時
25
分
〜
16

時
15
分

場
所
　
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

内
容
　
講
演
『
民
族
共
生
の
象
徴
と

な
る
空
間
に
つ
い
て
』

講
師
　
北
海
道
大
学
客
員
教
授
・

佐
々
木
利
和
さ
ん

定
員
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

申
し
込
み
　
２
月
１
日
㈪
か
ら
23
日

㈫
ま
で
に
社
会
教
育
Ｇ

（
☎
88
１
１
２
９
）

日
時
　
２
月
14
日
㈰
11
時
〜
13
時

場
所
　
ゆ
め
み
〜
る

内
容
　
講
演
『
腸
内
環
境
を
整
え
る

〜
発
酵
食
品
を
食
べ
よ
う
！
〜
』

講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ン
パ
健
康
学

普
及
協
会

定
員
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円
（
軽
食
付
き
）

申
し
込
み
　
２
月
10
日
㈬
ま
で
に
い

ぶ
り
た
す
け
愛
（
☎
88
２
６
２
６
）

日
時
　
３
月
５
日
㈯
13
時
30
分
〜
15

時
30
分

場
所
　
胆
振
地
方
男
女
平
等
参
画
セ

ン
タ
ー
『
ミ
ン
ク
ー
ル
』

内
容
　
講
演
『
痛
み
を
力
に
！
一
人

の
想
い
が
つ
な
が
っ
て
世
界
が
変

わ
る
』

講
師
　
『
女
性
と
人
権
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
』
共
同
代
表
・
近
藤
恵
子

さ
ん

定
員
　
80
人
程
度
（
申
し
込
み
順
）

※
託
児
を
希
望
の
場
合
は
、
２
月
19

日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
料
　
500
円
（
資
料
代
）

申
し
込
み
　
２
月
26
日
㈮
ま
で
に
同

講
演
会
実
行
委
員
会
事
務
局
・
藤

本
さ
ん
（
☎
㉓
４
４
４
３
）

日
時
　
２
月
20
日
㈯
15
時
〜
17
時

場
所
　
と
も
か
な

対
象
　
男
性

内
容
　
料
理
の
基
本
を
学
び
、
夕
食

の
お
か
ず
と
酒
の
さ
か
な
作
り

定
員
　
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
500
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
容
器

申
し
込
み
　
２
月
18
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）

日
時
　
２
月
18
日
㈭
13
時
30
分
〜
15

時
場
所
　
し
ん
た
21

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
上
靴

申
し
込
み
　
２
月
12
日
㈮
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
88
２
０
８
０
）

日
時
　
２
月
20
日
㈯
17
時
〜
18
時

場
所
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３

階
ホ
ー
ル

内
容
　
同
会
発
足
の
経
緯
や
こ
れ
ま

で
の
事
業
成
果
な
ど

講
師
　
同
会
前
事
務
局
長
・
小
坂
博

宣
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
同
会
（
登
別
ア
イ
ヌ

協
会
内
・
☎
85
１
０
６
２
）

さ
　
さ
　
　
き
　
と
し

か
ず

こ
ん

ど
う
　け
い
　
こ

こ
　
さ
か
　
ひ
ろ

の
ぶ

会 員 募 集

日時　毎週土曜日13時30分～17時
場所　総合体育館、富岸青少年会館
対象　小学３～５年生　定員　８人程度
会費　1,000円（月額）（この他入団費、親の会会費など）
問い合わせ　２月29日㈪までに渡邊さん
　　　　　　　　　　　　　　　　（☎090ｰ7055ｰ0932）

登別バドミントンスポーツ少年団登別バドミントンスポーツ少年団登別バドミントンスポーツ少年団登別バドミントンスポーツ少年団登別バドミントンスポーツ少年団登別バドミントンスポーツ少年団

男
の
料
理
教
室

レ
コ
ー
ド
を
楽
し
む
会

ア
イ
ヌ
文
化
講
座

冬
の
キ
ウ
シ
ト
湿
原
不
思
議
探
し

知
里
真
志
保
を
語
る
会
講
演
会

の
ぼ
り
べ
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト

公
開
講
座

朗
読
体
験
学
習
〜
登
別
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
〜

国
際
女
性
デ
ー
２
０
１
６

　
　
　
in
む
ろ
ら
ん
講
演
会
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『
申
し
込
み
』

『
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

イ
ン

ち

　
　り

　
　ま

　
　し

　
　ほ



日
時
　
２
月
19
日
㈮
10
時
〜
13
時

場
所
　
婦
人
セ
ン
タ
ー

対
象
　
子
育
て
中
の
女
性

内
容
　
女
性
の
就
職
に
向
け
た
支
援

や
各
種
子
育
て
に
対
す
る
支
援
に

係
る
制
度
の
紹
介
、
エ
ゾ
シ
カ
の

生
態
や
エ
ゾ
シ
カ
肉
の
活
用
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
紹
介
、
市
内

で
捕
獲
し
た
エ
ゾ
シ
カ
の
肉
を

使
っ
た
調
理

定
員
　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

※

託
児
を
希
望
の
場
合
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
２
月
12
日
㈮
ま
で
に
商

工
労
政
Ｇ
（
☎
85
２
１
７
１
）

日
時
　
２
月
20
日
㈯
10
時
〜
17
時
、

21
日
㈰
10
時
〜
16
時

場
所
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３

階
ホ
ー
ル

内
容
　
伝
統
的
な
ア
イ
ヌ
文
様
の
刺

繍
な
ど
、
ア
イ
ヌ
文
化
に
関
す
る

展
示
会

問
い
合
わ
せ
　
ピ
リ
カ
ノ
カ
の
会

（
登
別
ア
イ
ヌ
協
会
内
・
☎
85
１

０
６
２
）

こいのぼりマラソンの最新情報は
以下の方法で確認いただけます。
●URL  http://www.facebook
　.com/koinoborimarason

●二次元バーコード

 3,000円
 高校生は2,000円
40歳～59歳の部 3,000円
60歳以上の部 3,000円
中学生の部 1,000円
 3,000円
 高校生は2,000円
40歳～59歳の部 3,000円
60歳以上の部 3,000円
小学１～３年生の部 1,000円
小学４～６年生の部 1,000円
親子（小学生とその親１人） １組3,000円

婦
人
セ
ン
タ
ー
講
座
〜
聞
い
て
、

食
べ
て『
エ
ゾ
シ
カ
』を
知
ろ
う
〜

ピ
リ
カ
ノ
カ
展
示
会

第41回登別こいのぼりマラソンに参加しませんか？第第第第第4141414141回登別こいのぼりマラソンに参加しませんか？回登別こいのぼりマラソンに参加しませんか？回登別こいのぼりマラソンに参加しませんか？回登別こいのぼりマラソンに参加しませんか？回登別こいのぼりマラソンに参加しませんか？

▼種目・参加料

　５月８日㈰に開催する『第41回登別こいのぼりマラソン』の一般申し込みを行います。
　今年度から男女ともに『40歳～59歳の部』と『60歳以上の部』を新設し、入賞のチャンスが増えま
した。多くの市民の皆さんの参加をお待ちしています。

　※『３㌔㍍・親子』以外の区分は、『男子の部』と『女子の部』に分かれます。
　※年齢区分は、５月８日㈰時点の年齢などによります。

▼申し込み方法及び申込み期間

　※市民の方や市内に通勤・通学されている方が、お得な料金でエントリーできる『期間限定お得な
　　市民エントリー』を２月９日（火）まで実施中です。お申し込み方法などが異なりますので、詳
　　しくは問い合わせください。

距離

10㌔㍍

５㌔㍍

３㌔㍍

高校生～39歳の部

高校生～39歳の部

料金年齢区分

申し込み期間申し込み方法
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▼問い合わせ　登別こいのぼりマラソン実行委員会事務局（社会教育グループ内・☎88１１２９）

 インターネット（https://www.sportsentry.ne.jp）または電話（0570-550-846）
でお申し込みください。

払込取扱票
市民会館、市役所、各支所、市総合体育館、市民プールなどに備え付けのエントリー
用紙に必要事項を記入し、参加料を添えてゆうちょ銀行窓口でお申し込みください。

２月15日㈪から
４月13日㈬まで

スポーツエントリー ２月15日㈪から
４月17日㈰まで



2828わくわくおでかけナビゲーション

からのお知らせ『のぼりん』市民活動センター
申し込み・問い合わせ☎83６８６６

日時　２月17日㈬10時～12時
内容　楷書や行書を学びます
定員　10人（申し込み順）

期間　２月２日㈫～29日㈪
内容　絵画・陶芸作品を約40点展示します

日時　３月２日㈬10時～12時
定員　20人（申し込み順）
参加料　300円
申し込み　２月25日㈭までに杉山さん
　　　　　　　　　　　　　　（☎87２９１２）

日時　３月６日㈰13時～16時
内容　講演、手話単語の学習、伝言ゲーム、手話
コーラスなど、聴覚障がい者との触れ合いを通
して、聴覚障がいへの関心や理解を深めていた
だきます

日時　２月29日㈪13時～17時
対象　遺言を書きたいがどうしたらいいかわから
ない方、書いた遺言書に問題がないか不安の方

※専門家に相談している方は対象外。
定員　７人（申し込み順）
参加料　500円（資料代）

日時　２月21日㈰10時～15時
場所　市民会館
内容　市民活動センターの登録団体が参加し、ス
テージ発表や体験・展示コーナーを設けて、年
に１回のフェスティバルを開催します

※当日は無料送迎バスを運行します（要事前予約）。
・鷲別公民館　９時30分出発
・婦人センター　12時45分出発

申し込みは、開催日の3日前までです。

日時　２月15日㈪13時30分～15時30分
内容　楽しく粋な江戸芸です
定員　15人（申し込み順）
持ち物　動きやすい服装、日本手拭い

日時　２月16日㈫10時～12時
内容　登別の歴史を学びます
定員　20人（既受講者優先
　で申し込み順）
持ち物　ノート、筆記用具

日時　２月19日㈮10時～12時
内容　色々な葉で色紙大の
　絵を描きます
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円（材料代）

日時　２月20日㈯10時～12時
内容　粘土で花瓶やコップ
　を作ります
定員　20人（申し込み順）
参加料　1,000円（粘土・上
　薬・焼き代）
持ち物　手拭い

日時　２月27日㈯10時～11時
内容　雛祭りの花を生けます
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,500円（花代）
持ち物　剣山・はさみ・花器
※花器のない方は家庭にある
大きめの食器（どんぶりなど）。
申し込み　２月17日㈬までにのぼりん

かっぽれ（櫻川　偲有講師）かっぽれ（かっぽれ（かっぽれ（かっぽれ（櫻川櫻川櫻川櫻川櫻川櫻川櫻川櫻川櫻川　偲有講師）　偲有講師）　偲有講師）　偲有講師）　偲有講師）　偲有講師）　偲有講師）　偲有講師）　偲有講師）

登別歴史散歩（みちくさ編）
全５回中第５回（街道　重昭講師）
登別歴史散歩（みちくさ編）登別歴史散歩（みちくさ編）登別歴史散歩（みちくさ編）登別歴史散歩（みちくさ編）登別歴史散歩（みちくさ編）登別歴史散歩（みちくさ編）登別歴史散歩（みちくさ編）登別歴史散歩（みちくさ編）登別歴史散歩（みちくさ編）
全５回中第５回（街道　重昭講師）全５回中第５回（街道　重昭講師）全５回中第５回（街道　重昭講師）全５回中第５回（街道　重昭講師）全５回中第５回（街道　重昭講師）全５回中第５回（街道　重昭講師）全５回中第５回（街道　重昭講師）全５回中第５回（街道　重昭講師）全５回中第５回（街道　重昭講師）

葉画教室（高野　恵子講師）葉画教室（高野　恵子講師）葉画教室（高野　恵子講師）葉画教室（高野　恵子講師）葉画教室（高野　恵子講師）葉画教室（高野　恵子講師）葉画教室（高野　恵子講師）葉画教室（高野　恵子講師）葉画教室（高野　恵子講師）葉画教室（高野　恵子講師）

陶芸教室（佐藤　彰講師）陶芸教室（佐藤　彰講師）陶芸教室（佐藤　彰講師）陶芸教室（佐藤　彰講師）陶芸教室（佐藤　彰講師）陶芸教室（佐藤　彰講師）陶芸教室（佐藤　彰講師）陶芸教室（佐藤　彰講師）陶芸教室（佐藤　彰講師）陶芸教室（佐藤　彰講師）

生け花教室（講師　登別華道連盟）生け花教室（講師　登別華道連盟）生け花教室（講師　登別華道連盟）生け花教室（講師　登別華道連盟）生け花教室（講師　登別華道連盟）生け花教室（講師　登別華道連盟）生け花教室（講師　登別華道連盟）生け花教室（講師　登別華道連盟）生け花教室（講師　登別華道連盟）生け花教室（講師　登別華道連盟）

初心者書道教室（成田　成峰講師）初心者書道教室（成田　成峰講師）初心者書道教室（成田　成峰講師）初心者書道教室（成田　成峰講師）初心者書道教室（成田　成峰講師）初心者書道教室（成田　成峰講師）初心者書道教室（成田　成峰講師）初心者書道教室（成田　成峰講師）初心者書道教室（成田　成峰講師）初心者書道教室（成田　成峰講師）

会員小品展（登別美術協会）会員小品展（登別美術協会）会員小品展（登別美術協会）会員小品展（登別美術協会）会員小品展（登別美術協会）会員小品展（登別美術協会）会員小品展（登別美術協会）会員小品展（登別美術協会）会員小品展（登別美術協会）会員小品展（登別美術協会）

ひな祭り茶会（健康生活ネットワークのぼりべつ）ひな祭り茶会ひな祭り茶会ひな祭り茶会ひな祭り茶会ひな祭り茶会ひな祭り茶会ひな祭り茶会ひな祭り茶会ひな祭り茶会（健康生活ネットワークのぼりべつ（健康生活ネットワークのぼりべつ（健康生活ネットワークのぼりべつ（健康生活ネットワークのぼりべつ（健康生活ネットワークのぼりべつ（健康生活ネットワークのぼりべつ（健康生活ネットワークのぼりべつ（健康生活ネットワークのぼりべつ（健康生活ネットワークのぼりべつ）））））

手話講習会（登別聴覚障がい者協会）手話講習会（登別聴覚障がい者協会）手話講習会（登別聴覚障がい者協会）手話講習会（登別聴覚障がい者協会）手話講習会（登別聴覚障がい者協会）手話講習会（登別聴覚障がい者協会）手話講習会（登別聴覚障がい者協会）手話講習会（登別聴覚障がい者協会）手話講習会（登別聴覚障がい者協会）手話講習会（登別聴覚障がい者協会）

遺言書作成講座（安部　裕一講師）遺言書作成講座（安部　裕一講師）遺言書作成講座（安部　裕一講師）遺言書作成講座（安部　裕一講師）遺言書作成講座（安部　裕一講師）遺言書作成講座（安部　裕一講師）遺言書作成講座（安部　裕一講師）遺言書作成講座（安部　裕一講師）遺言書作成講座（安部　裕一講師）遺言書作成講座（安部　裕一講師）

市民活動交流フェスタ2016市民活動交流フェスタ2016市民活動交流フェスタ2016市民活動交流フェスタ2016市民活動交流フェスタ2016市民活動交流フェスタ2016市民活動交流フェスタ2016市民活動交流フェスタ2016市民活動交流フェスタ2016市民活動交流フェスタ2016

のぼりん文化講座のぼりん文化講座

のぼりん展示・イベントのぼりん展示・イベント

さくらさくらさくらさくらさくらさくらさくらさくらさくらさくら がわがわがわがわがわがわがわがわがわがわ しししししししししし ゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆう

かいかいかいかいかいかい どうどうどうどうどうどう しげしげしげしげしげしげ あきあきあきあきあきあき

たかたかたかたかたかたかたかたかたかたか のののののののののの けいけいけいけいけいけいけいけいけいけい こここここここここここここここ

ささささささささささ とうとうとうとうとうとうとうとうとうとう あきらあきらあきらあきらあきらあきらあきらあきらあきらあきら

なりなりなりなりなりなりなりなりなりなり たたたたたたたたたたたたたたた せいせいせいせいせいせいせいせいせいせいせい ほうほうほうほうほうほう

ああああああああああ べべべべべべべべべべべべべべべ ゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆうゆう いちいちいちいちいちいち



29 わくわくおでかけナビゲーション

　施設メンテナンスのため、３月１日㈫は臨時休
館します。

　毎年恒例の山神社カップや宝さがしなど、楽し
めるプログラムが満載です。
日時　２月７日㈰10時～15時
参加料　無料（プログラムにより一部有料）
持ち物　野外で活動できる服装、靴、防寒着、防
寒具、手袋、帽子

　ひなまつりのお菓子づくりに挑戦します。
日時　２月28日㈰13時～15時
参加料　300円
持ち物　エプロン、マスクなど
申し込み　２月27日㈯までにふぉれすと鉱山

　真っ白な雪原の中を歩いて、残された足跡から
知られざる動物たちの世界をのぞいてみます。
日時　２月11日㈭10時～12時
対象　18歳以上の方
参加料　300円
持ち物　野外で活動できる服装、靴、防寒着、防
寒具、手袋、帽子
申し込み　２月10日㈬までにふぉれすと鉱山

　はじめての方向けのネイチャースキーです。
日時　２月６日㈯10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　700円
持ち物　野外で活動できる服装、防寒着、帽子、
手袋など
申し込み　２月４日㈭までにふぉれすと鉱山

　オロフレの樹氷林をスノーシューでハイキング。
日時　２月13日㈯9時～14時
集合・解散場所　カルルス温泉駐車場
対象　18歳以上の方
定員　12人（申し込み順）
参加料　3,000円（スノーシューレンタル料含む）
持ち物　申し込み者に別途案内します
申し込み　２月10日㈬までにふぉれすと鉱山

　３㌔㍍・５㌔㍍（いずれも男女別）のクロスカ
ントリースキーレースです。
日時　２月21日㈰（時間は申し込み後、別途案内）
対象　中学生以上の方
定員　30人（申し込み順）
参加料　1,200円
持ち物　野外活動ができる服装、飲み物、防寒着、
歩くスキーセット(お持ちの方)

申し込み　２月14日㈰までにふぉれすと鉱山

　里山の伐採や間伐作業を予定しています。
日時　２月27日㈯10時～12時
参加料　300円（18才未満は100円）
持ち物　野外で活動できる服装、靴、防寒着など
申し込み　２月26日㈮までにふぉれすと鉱山

　雪の鷲別岳に、スノーシューで挑戦します。
日時　２月20日㈯９時～15時
集合場所　だんパラ公園
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円
持ち物　野外で活動できる服装、防寒着・靴、ゲ
イター、昼食、飲み物、手袋、帽子など

申し込み　２月18日㈭までにふぉれすと鉱山

　ネイチャースキーを履いて、オロフレ界隈を歩
いて滑って楽しみます。
日時　２月14日㈰10時～15時
集合場所　カルルス温泉駐車場
対象　18歳以上の方
定員　７人（申し込み順）
参加料　1,500円
持ち物　上記『冬の登山会』と同じ
申し込み　２月12日㈮までにふぉれすと鉱山

　雪遊びとご飯づくりなどを楽しみます。
日時　２月27日㈯10時～28日㈰12時
対象　小学４年生から中学３年生まで
定員　15人（申し込み順）
参加料　2,500円
持ち物　申し込み者に別途案内します
申し込み　２月25日㈭までにふぉれすと鉱山

ふぉれすと鉱山にににに遊遊遊遊びにびにびにびにびに行行行行行こうこうこう
申し込み・問い合わせ

ふぉれすと鉱山冬まつりふぉれすと鉱山冬まつりふぉれすと鉱山冬まつりふぉれすと鉱山冬まつりふぉれすと鉱山冬まつりふぉれすと鉱山冬まつりふぉれすと鉱山冬まつりふぉれすと鉱山冬まつりふぉれすと鉱山冬まつりふぉれすと鉱山冬まつり

ひなまつりイベントひなまつりイベントひなまつりイベントひなまつりイベントひなまつりイベントひなまつりイベントひなまつりイベントひなまつりイベントひなまつりイベントひなまつりイベント

ガイドウォーク～あしあとのヒミツ～ガイドウォーク～あしあとのヒミツ～ガイドウォーク～あしあとのヒミツ～ガイドウォーク～あしあとのヒミツ～ガイドウォーク～あしあとのヒミツ～ガイドウォーク～あしあとのヒミツ～ガイドウォーク～あしあとのヒミツ～ガイドウォーク～あしあとのヒミツ～ガイドウォーク～あしあとのヒミツ～ガイドウォーク～あしあとのヒミツ～

ちょこっとハイクちょこっとハイクちょこっとハイクちょこっとハイクちょこっとハイクちょこっとハイクちょこっとハイクちょこっとハイクちょこっとハイクちょこっとハイク

オロフレ樹氷スノーシューハイクオロフレ樹氷スノーシューハイクオロフレ樹氷スノーシューハイクオロフレ樹氷スノーシューハイクオロフレ樹氷スノーシューハイクオロフレ樹氷スノーシューハイクオロフレ樹氷スノーシューハイクオロフレ樹氷スノーシューハイクオロフレ樹氷スノーシューハイクオロフレ樹氷スノーシューハイク

コーザンホワイトレースコーザンホワイトレースコーザンホワイトレースコーザンホワイトレースコーザンホワイトレースコーザンホワイトレースコーザンホワイトレースコーザンホワイトレースコーザンホワイトレースコーザンホワイトレース

ヤマドリと行く『オロフレスキーハイク』ヤマドリと行く『オロフレスキーハイク』ヤマドリと行く『オロフレスキーハイク』ヤマドリと行く『オロフレスキーハイク』ヤマドリと行く『オロフレスキーハイク』ヤマドリと行く『オロフレスキーハイク』ヤマドリと行く『オロフレスキーハイク』ヤマドリと行く『オロフレスキーハイク』ヤマドリと行く『オロフレスキーハイク』ヤマドリと行く『オロフレスキーハイク』

わんぱくキャンプ・冬わんぱくキャンプ・冬わんぱくキャンプ・冬わんぱくキャンプ・冬わんぱくキャンプ・冬わんぱくキャンプ・冬わんぱくキャンプ・冬わんぱくキャンプ・冬わんぱくキャンプ・冬わんぱくキャンプ・冬

冬の登山会冬の登山会冬の登山会冬の登山会冬の登山会

里山づくりの日～伐採・間伐の日～里山づくりの日～伐採・間伐の日～里山づくりの日～伐採・間伐の日～里山づくりの日～伐採・間伐の日～里山づくりの日～伐採・間伐の日～里山づくりの日～伐採・間伐の日～里山づくりの日～伐採・間伐の日～里山づくりの日～伐採・間伐の日～里山づくりの日～伐採・間伐の日～里山づくりの日～伐採・間伐の日～

臨時休館のお知らせ
　施設メンテナンスのため、　施設メンテナンスのため、３月１日３月１日㈫㈫は臨時休は臨時休
館します。館します。

臨時休館のお知らせ臨時休館のお知らせ臨時休館のお知らせ臨時休館のお知らせ臨時休館のお知らせ
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日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校

卒
業
・
修
了
制
作
展『
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ

Ｒ
Ｓ
２
０
１
６
』の
ご
案
内

今月の新着図書今月の新着図書今月の新着図書今月の新着図書今月の新着図書今月の新着図書
市立図書館市立図書館市立図書館市立図書館市立図書館市立図書館市立図書館市立図書館市立図書館市立図書館市立図書館

※市立図書館では、毎月購入している本の全リス
　トを差し上げています。ご利用ください。

不用品不用不用不用不用不用品品品品品ダイヤルダイヤルダイヤルダイヤルダイヤルダイヤルダイヤルダイヤルダイヤルダイヤルダイヤル市市市市市市 申し込み・問い合わせは

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時
登別消費者協会（☎　8307） ☎　4324☎☎☎☎☎☎☎☎☎☎ 4444444444333333333322222222224444444444

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝＝こどものほん＝＝こどものほん＝＝こどものほん＝＝こどものほん＝＝こどものほん＝

ゆずります（売ります）ゆずります（売ります）ゆずります（売ります）ゆずります（売ります）ゆずります（売ります）ゆずります（売ります）
●エレクトーン●マージャンパイ●ホームタンク（90㍑用）●プラスチ

ック製屋外用テーブル・パラソル●プリントゴッコ（ＰＧ11）●オルガ

ン●幼児用自転車（４～６歳用）●そばこね鉢（木製）●小型犬用ケー

ジ●犬用ヒーター●スキーセット（スキー160㌢㍍・靴24.5㌢㍍）●電話

機（ファクス機能なし）●アルミホイール付き冬タイヤ（215×65Ｒ16）

●シルバーカー●鉄瓶●ベビーカー（四輪フード付き）●お雛様（７段

飾り）●天体望遠鏡●電動ミシン●気化式加湿器

ゆずってください（買います）ゆずってください（買います）ゆずってください（買います）ゆずってください（買います）ゆずってください（買います）ゆずってください（買います）
●白菊幼稚園男子制服●子ども用自転車（12～14㌅）●餅つき器（味噌

羽根付き一升用）●切手アルバム（収集ケース）●ガスコンロ（ＬＰガ

ス用）●ポータブル電動ミシン●男子学生服（大・小）●鷲別中学校用

かばん●鷲別中学校男子用ジャージー●ワープロ

ズッコケ熟年三人組ズッコケ熟年三人組ズッコケ熟年三人組ズッコケ熟年三人組ズッコケ熟年三人組ズッコケ熟年三人組

むねがちくちくむねがちくちくむねがちくちくむねがちくちくむねがちくちくむねがちくちく

那須　正幹  著那須　正幹  著那須　正幹  著那須　正幹  著那須　正幹  著那須　正幹  著
な　　す　　　まさもとな　な　な　な　な　 す　　す　　す　　す　　す　　 まままままさささささもともともともともと

は　　せ　がわ　　　しゅうへいははははは せせせせせ がわ　　がわ　　がわ　　がわ　　がわ　　 しゅうへいしゅうへいしゅうへいしゅうへいしゅうへい

おお した　　　えい　じ

はら　だ

つつ　い　　　 やす たか

長谷川　集平 作・絵長谷川　集平 作・絵長谷川　集平 作・絵長谷川　集平 作・絵長谷川　集平 作・絵

　ハカセは新しい中学校へ異動し、
1年1組の担任に。ある日、豪雨が
降り、土砂災害に襲われた。生徒
は無事か!? 『ズッコケ中年三人組』
シリーズ、完結。

　日曜日に遊ぶ約束をしたわたし
は、動物園の前で40分待ったけど、
リリちゃんは来ませんでした。帰
って携帯に電話すると、リリちゃ
んは水族館の前にいて…。

卒
業
に
向
け
て
作
品
を
制
作
中

　
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時

・
２
月
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日
㈬
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時
〜
20
時

・
２
月
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日
㈭
９
時
〜
20
時

・
２
月
19
日
㈮
９
時
〜
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時

▼
場
所
　
札
幌
地
下
歩
行
空
間
・
北

　
３
条
交
差
点
広
場

日
時
　
２
月
６
日
㈯
・
14
日
㈰
　
　

　
11
時
30
分
〜
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

（
☎
0
1
2
0

－

666

－

965
）

　
２
月
を
迎
え
、
２
・
３
年
生
は
卒

業
の
準
備
を
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ナ
ー
科
、

ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
科
、
建
築
学

科
で
は
卒
業
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
札
幌
の
地
下
歩
行

空
間
で
開
催
す
る
卒
業
・
修
了
制
作

展
『
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
２
０
１
６
』
で

一
般
の
方
に
向
け
て
公
開
す
る
予
定

で
、
現
在
仕
上
げ
の
真
っ
最
中
で
す
。

　
こ
と
し
は
３
学
科
だ
け
で
な
く
、

全
学
科
で
の
展
示
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
『
北
海
道
高
校
生
イ
ラ
ス

ト
コ
ン
テ
ス
ト
』
の
投
票
受
付
も
行

い
ま
す
。
札
幌
に
お
出
掛
け
の
際
は

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

２
月
の『
体
験
入
学
』

◇映画女優吉永小百合 大下　英治 著
◇ロマンシエ 原田　マハ 著
◇モナドの領域 筒井　康隆 著

き かえ

どうぶつ えん

にち よう　び あそ やく そく

ふん　ままえ

けいたい

すい ぞく かん

でん　わ

い　　　　み

◇「エルマーのぼうけん」をかいた女性ルース・S・ガネット 前沢　明枝 著
◇グレッグのダメ日記 やっぱり、むいてないよ! ジェフ・キニー 作
◇フルーツパンケーキ さか井　美ゆき 絵

まえ ざわ　　　あき　え

にっき

じょせい

▲卒業生の思いが渾身の作品を生む（昨▲卒業生の思いが渾身の作品を生む（昨▲卒業生の思いが渾身の作品を生む（昨▲卒業生の思いが渾身の作品を生む（昨
　年の様子）　年の様子）

▲札幌地下歩行空間に作品を展示（昨年▲札幌地下歩行空間に作品を展示（昨年
　の様子）　の様子）

カ
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ズ
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ズ
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地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

FAX

世
代
間
交
流
で
思
い
出
づ
く
り

　
西
川
上
町
内
会
が
毎
月
発
刊
し
て

い
る
『
西
川
上
だ
よ
り
』
は
、
平
成

28
年
２
月
号
で
294
号
と
な
り
ま
し
た
。

　
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
使
い
字
体
も

大
き
く
し
て
見
や
す
く
し
て
お
り
、

505
世
帯
に
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
に
は
印
刷
機
を
購
入
。

『
西
川
上
だ
よ
り
』
を
通
し
て
、
住

民
の
さ
ら
な
る
町
内
会
活
動
へ
の
関

心
と
参
加
の
意
識
向
上
を
目
指
し
、

広
報
紙
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

西
川
上
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
亀
山
　
　
聖

　
美
園
南
町
内
会
で
は
、
町
内
会
創

立
30
周
年
を
記
念
し
て
、
幼
児
か
ら

小
学
生
ま
で
の
48
人
が
参
加
し
た
も

ち
つ
き
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
き
ね
の
重
み
で

ふ
ら
つ
き
な
が
ら
も
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
母
さ
ん
の
手
拍
子
と
歓
声
を

受
け
、
一
生
懸
命
餅
を
つ
き
ま
し
た
。

　
つ
き
た
て
の
餅
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
手
本
を
見
な
が
ら
あ
ん
こ
餅
と
雑

煮
に
し
て
味
わ
い
ま
し
た
。

美
園
南
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
岸
　
　
正
治

24
年
続
く
町
内
会
だ
よ
り

か
め
や
ま
　
　
　
　
さ
と
し

　
新
川
町
内
会
女
性
部
で
は
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
運
動
不
足
を

解
消
で
き
る
『
か
ろ
や
か
体
操
』
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
の
管
理
栄
養
士
や
理
学
療
法
士

を
招
き
、
骨
折
予
防
の
た
め
の
カ
ル

シ
ウ
ム
の
摂
取
方
法
や
認
知
症
予
防

の
体
操
、
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
き

る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
学
ん
だ
ほ

か
、
１
日
の
カ
ロ
リ
ー
計
算
を
し
て

献
立
を
作
る
な
ど
し
ま
し
た
。

新
川
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
由
井
　
武
彦

生
活
習
慣
病
の
予
防
を
学
び
ま
し
た

ゆ
　
い
　
　
　
た
け
ひ
こ

　
鷲
別
２
丁
目
町
内
会
で
は
、
恵
愛

病
院
の
ホ
ー
ル
を
借
り
て
サ
ロ
ン
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
音
楽
療
法
士
を
招
い
て
、

歌
謡
曲
『
北
国
の
春
』
に
振
り
付
け

を
し
、
身
振
り
・
手
振
り
を
交
え
て

楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
『
ム
ー
ン
リ
バ
ー
』
の

曲
に
合
わ
せ
て
ハ
ン
ド
ベ
ル
を
演
奏

し
、
参
加
者
は
、
音
色
の
美
し
さ
に

感
動
し
て
い
ま
し
た
。

鷲
別
２
丁
目
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
原
田
　
敬
三

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
サ
ロ
ン
活
動

は
ら
だ
　
　
　
け
い
ぞ
う

き
し
　
　
　
　
ま
さ
は
る

☎84 1 0 7 9 85 7 6 7 4
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昨
年
、
茨
城
県
常
総

市
が
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ

た
。
ま
た
、
近
年
は
ゲ
リ

ラ
豪
雨
な
ど
、
降
雨
量
が

増
加
傾
向
に
あ
る
。
河
川
の
排
水
能
力
と
管
理
状

態
、
浸
水
予
想
地
域
の
把
握
、
排
水
対
策
の
進
捗

状
況
、
幌
別
ダ
ム
の
安
全
性
に
つ
い
て
。

　
　
市
内
の
河
川
は
流
せ
る
能
力
と
、
洪
水
の
発

生
す
る
よ
う
な
降
雨
量
の
統
計
デ
ー
タ
を
参
考
に

整
備
し
て
い
る
。
川
床
に
土
砂
が
た
ま
る
と
流
せ

る
水
量
が
減
る
た
め
、
河
川
を
巡
視
し
、
状
況
を

見
て
計
画
的
に
土
砂
を
取
り
除
い
て
い
る
。

　
雨
水
に
よ
る
浸
水
予
想
地
域
の
排
水
対
策
は
、

東
日
本
大
震
災
以
降
、
工
事
費
な
ど
の
値
上
が
り

で
、
当
初
計
画
し
た
予
算
で
は
完
了
で
き
ず
、
３

年
遅
れ
の
平
成
32
年
度
完
了
の
見
込
み
。
こ
の
間

は
、
降
雨
時
の
巡
視
と
排
水
設
備
の
点
検
整
備
を

強
化
す
る
。

　
幌
別
ダ
ム
は
道
が
管
理
し
、
各
種
点
検
と
修
繕

に
よ
り
、
建
設
当
時
の
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

併
せ
て
市
の
防
災
担
当
や
関
係
機
関
が
連
絡
を
密

に
し
、
土
砂
、
樹
木
な
ど
の
河
川
管
理
と
水
位
上

昇
時
の
監
視
を
行
い
対
応
し
て
い
る
。

水
害
対
策
の
考
え
方
・

　
　
　
　管
理
・
進
捗
に
つ
い
て

千

　田

　文

　孝

　
本
定
例
会
に
お
い
て
、

複
数
の
公
共
施
設
の
指
定

管
理
者
を
改
め
て
指
定
す

る
こ
と
か
ら
、
市
は
公
募
・

非
公
募
で
管
理
者
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
指
定
管
理
者
制
度
は
、
国
が
平
成
15
年
に
発
足

さ
せ
た
制
度
で
、
本
市
で
は
平
成
18
年
に
導
入
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
指
定
に
お
い
て
、
期
間
が
５
年
と
長
期

に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
内
容
を
確
認
し
、

次
の
6
点
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

①
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
以
外
に
も
非
公
募
を

用
い
る
の
は
、
公
平
性
に
疑
義
が
生
じ
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
。

②
よ
り
適
正
な
管
理
運
営
の
た
め
、
第
三
者
機
関

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

③
各
施
設
の
特
性
に
合
わ
せ
た
選
定
基
準
に
す
る

べ
き
。

④
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
に
つ
い

て
。

⑤
指
定
管
理
者
の
業
務
遂
行
に
つ
い
て
、
今
後
、

年
次
計
画
を
立
て
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い
、

市
と
し
て
の
監
督
責
任
を
果
た
す
べ
き
。

⑥
現
在
、
非
公
募
と
な
っ
て
い
る
施
設
も
、
今
後
、

公
募
に
切
り
替
え
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
。

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

米

　田

　登
美
子

し
ん  

ち
ょ
く

し
ん
ち
ょ
く

答

質
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突
然
提
案
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ

鷲
別
駅
の
無
人
化
方
針
は
、

地
域
住
民
無
視
の
乱
暴
な

や
り
方
だ
と
指
摘
し
ま
し

た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
鷲
別
駅
よ
り
利
用
者
の

少
な
い
45
駅
が
無
人
化
の
対
象
と
な
っ
て
な
い
こ

と
か
ら
、
基
準
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
通
学
時
間
に
行
っ
た
現
地
調
査
で
得
た

「
ワ
ン
マ
ン
だ
と
乗
り
降
り
に
時
間
が
か
か
り
遅

刻
が
心
配
」「
遅
く
に
一
人
で
下
校
す
る
と
き
は

駅
で
は
な
く
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
待
つ
」「
監
視

カ
メ
ラ
が
あ
っ
て
も
、
駅
員
が
居
る
の
と
は
安
心

感
が
全
然
違
う
」
と
い
う
高
校
生
の
声
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　
駅
員
が
居
て
も
不
審
者
出
没
や
人
身
事
故
が
発

生
し
て
お
り
、
無
人
化
に
よ
り
危
険
が
増
大
す
る

可
能
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。
市
民
生
活
、
と
り
わ

け
将
来
を
担
う
高
校
生
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
、
無
人
化
撤
回
に
つ
い
て
全
市
的
な
取
り

組
み
を
展
開
す
べ
き
と
た
だ
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
通
勤
や
通
学
、
駅
周
辺
の
環
境
悪
化
を

防
ぐ
た
め
、
今
後
も
人
員
配
置
す
る
こ
と
を
Ｊ
Ｒ

に
働
き
掛
け
る
予
定
と
の
答
弁
で
し
た
。
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昨
年
11
月
、
独
立
行
政

法
人
地
域
医
療
機
能
推
進

機
構
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）
か
ら

市
に
対
し
、
遅
く
と
も
平

成
29
年
度
を
目
途
と
し
て
、Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院

を
廃
止
す
る
と
の
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
機
構

側
は
、
市
が
新
し
い
土
地
を
提
供
し
、
地
域
ニ
ー

ズ
が
あ
れ
ば
、
移
転
、
存
続
も
検
討
す
る
と
の
意

向
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
市
は
、
現
在
地
を
含
め

た
事
業
存
続
を
要
望
す
る
方
針
で
す
。

　
病
院
に
独
自
調
査
を
行
っ
た
結
果
を
も
と
に
、

平
成
22
年
か
ら
の
入
院
・
外
来
患
者
数
の
推
移
や

損
益
状
況
な
ど
の
数
値
か
ら
、
現
在
地
で
の
事
業

運
営
は
困
難
で
あ
り
、
今
後
も
黒
字
の
見
込
み
が

な
い
こ
と
。
ま
た
、
地
区
別
の
入
院
・
通
院
患
者

数
や
診
療
科
の
割
合
に
つ
い
て
も
示
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
も
、

市
民
や
近
隣
住
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
場
所

に
移
転
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
内
科
を
は
じ
め
、
必
要
と
さ
れ
る
医
療
機
能
を

充
実
さ
せ
、
誰
も
が
等
し
く
利
用
で
き
る
病
院
事

業
の
継
続
を
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
側
に
要
請
す
べ
き
と
提
言

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
の

　
　
　
　
　
廃
止
問
題
に
つ
い
て

若
　
木
　
康
　
夫

　
女
性
活
躍
推
進
法
の
施

行
を
受
け
て
、
女
性
の
労

働
環
境
整
備
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

　
登
別
市
役
所
に
お
け
る
女
性
管
理
職
比
率
は
、

全
国
・
全
道
平
均
よ
り
も
著
し
く
低
い
数
値
で
す
。

ま
た
、
全
国
750
消
防
本
部
の
う
ち
、
女
性
消
防
職

員
が
ゼ
ロ
な
の
は
本
市
を
含
め
て
288
本
部
と
、
本

市
役
所
で
の
女
性
が
働
く
環
境
整
備
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
次
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
市
消
防
へ
の
女
性
職
員
採
用
に
向
け
積
極
的
な

推
進
を
図
る
。
採
用
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
勤
務

に
影
響
の
な
い
よ
う
速
や
か
に
設
備
の
改
修
（
入

浴
・
仮
眠
設
備
な
ど
）
を
行
う
。
中
登
別
町
に
建

設
予
定
の
新
消
防
支
署
に
は
、
女
性
職
員
に
配
慮

し
た
設
備
の
充
実
に
向
け
て
検
討
す
る
。

②
女
性
の
活
躍
推
進
を
目
的
と
し
た
推
進
計
画
を

策
定
す
る
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
、「
登
別
市
男

女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
会
議
」
に
専
門
部

会
を
設
置
す
る
。
さ
ら
に
は
、
子
育
て
団
体
や
商

工
業
者
等
、
幅
広
い
意
見
を
聴
取
で
き
る
仕
組
み

を
考
え
る
。

初
の
女
性
消
防
職
員

　
　
　
　
　
　
　
採
用
に
向
け
て

辻
　
　
　
弘
　
之

全
市
民
の
声
で

　
Ｊ
Ｒ
鷲
別
駅
無
人
化
の
撤
回
を

渡
　
辺
　
　
　
勉

　
東
日
本
大
震
災
で
は
地

震
・
津
波
に
よ
り
市
町
村

の
行
政
機
能
が
麻
痺
し
、

住
民
個
々
に
よ
る
自
助
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
共
助
が
、
避
難

行
動
や
避
難
所
運
営
な
ど
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
も
、
東
日
本
大
震
災
や
大
規
模
停
電
の

経
験
を
教
訓
に
、
大
規
模
広
域
災
害
に
備
え
た
自

助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
を
さ
ら
に
高
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
地
域
防
災
力
向

上
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
る
消
防
団
や
自
主
防
災

組
織
の
活
動
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
共
助
に
よ
る
防
災
活
動
を

よ
り
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
防
災
に
関
す
る
各
課
題
へ
の
市
の
考

え
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。
　
　
　

　
市
か
ら
は
、
防
災
情
報
の
周
知
徹
底
、
登
別
市

連
合
町
内
会
と
の
連
携
強
化
、
自
衛
隊
や
警
察
と

の
緊
急
連
絡
体
制
強
化
、
国
や
道
に
対
す
る
防
波

堤
整
備
の
要
望
継
続
、
第
二
次
避
難
所
の
検
討
な

ど
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
中
で
一
つ
一
つ
解
決

し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

市
民
の
命
を
守
る

　
　
　
「
地
区
防
災
計
画
制
度
」

杉
　
尾
　
直
　
樹

ま 

　ひ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
共
助
が
、
避
難

行
動
や
避
難
所
運
営
な
ど
に
お
い
て
重
要
な
役
割

一 般 質 問
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土
曜
授
業
の
促
進
に

関
し
て
、
授
業
内
容
や
子

ど
も
た
ち
の
休
日
の
あ
り

方
、
教
職
員
の
勤
務
の
振

り
替
え
状
況
は
。

　
　
授
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
芸
術
鑑
賞
会
や
縄

跳
び
大
会
な
ど
の
行
事
、
地
域
や
学
校
運
営
協
議

会
の
協
力
の
も
と
で
行
う
避
難
訓
練
や
合
格
祈
願

餅
つ
き
大
会
な
ど
土
曜
日
な
ら
で
は
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
豊
か
で
有
意
義
な
土

曜
日
と
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。
ま
た
地
域
の

活
動
な
ど
で
、
や
む
を
得
ず
欠
席
す
る
場
合
は
、

学
校
長
の
判
断
に
よ
り
出
席
扱
い
と
す
る
こ
と
が

可
能
な
た
め
、
土
曜
授
業
が
子
ど
も
た
ち
の
休
日

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
な
い
。

　
教
職
員
の
勤
務
の
振
り
替
え
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
前
４
週
、
後
８
週
に
加
え
、
直
近
の
長
期
休

業
期
間
の
末
日
ま
で
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
例

に
よ
り
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。

　
土
曜
授
業
に
当
た
っ
て
は
、
教
職
員
に
と
っ
て

も
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と

要
望
し
ま
し
た
。

登
別
市
の
学
校
教
育
の

　
　
　
　
　
　あ
り
方
に
つ
い
て

井

　野

　正

　臣

　
子
ど
も
は
、
遊
び
の
中

で
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
や

思
い
や
り
と
い
っ
た
社
会

性
を
は
ぐ
く
ん
で
い
く
も

の
で
す
。
し
か
し
、
近
年
は
少
子
高
齢
化
や
核
家

族
化
に
よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
希
薄
と
な

り
、
学
校
以
外
で
人
と
か
か
わ
る
機
会
が
減
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
事
件
が
相
次
い
で

い
る
こ
と
か
ら
、不
安
を
感
じ
る
保
護
者
も
多
く
、

多
く
の
人
が
子
ど
も
を
見
守
り
育
て
る
環
境
づ
く

り
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
通
学
路
・
公
園
で
の
安
全
対
策
や
日

頃
の
不
審
者
対
策
、
不
審
者
出
没
後
の
警
察
や
町

内
会
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
質
問
し
ま
し
た
。

　
ま
た
最
近
は
、
保
護
者
か
ら
通
学
路
に
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
聞
か
れ
る
こ

と
か
ら
、
市
が
保
護
者
に
対
し
て
意
見
や
要
望
調

査
を
実
施
し
た
か
質
問
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
在
校
時
の
不
審
者
対
策
と
し
て
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を

た
だ
し
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
な

　
　
　
　子
育
て
環
境
に
つ
い
て

佐

　藤

　弘

　子

　
１
件
目
は
、
平
成
28
年

度
予
算
編
成
方
針
と
登
別

市
総
合
計
画
第
３
期
基
本

計
画
に
つ
い
て
、「
登
別
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
や
平
成
27
年
市
政
執
行
方
針

の
「
３
つ
の
施
策
」
と
の
関
連
性
を
た
だ
し
ま
し

た
。
本
市
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
地
域

経
済
の
衰
退
な
ど
、
時
代
の
大
転
換
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
わ
が
ま
ち
の
方
向
性
や
方
針

を
明
ら
か
に
し
、
具
体
的
に
最
優
先
・
重
点
的
施

策
を
明
示
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
た

だ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
に
よ
る
予
算

編
成
に
つ
い
て
、
市
民
判
定
人
方
式
に
よ
る
事
業

仕
分
け
や
、
市
の
全
事
業
に
つ
い
て
企
業
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
へ
の
民
間
委
託
・
民
営
化
の
提
案
を
募
集

す
る
提
案
型
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
営
化
制
度
の
導
入

を
提
言
し
ま
し
た
。

　
２
件
目
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ム
構
築
の
留
意
点
や
先

進
地
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
私
案
の
登

別
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
を
提
示
し
、
今
後
の
方
向
性
や
本

市
の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

最
優
先
・
重
点
施
策
の

　
　
　
　
　
　具
体
的
な
明
示
を

松

　山

　哲

　男

　
　
保
険
税
率
等
改
正
の

内
容
に
つ
い
て
。

　
　
医
療
分
の
所
得
割
が

０
・
６
％
増
の
８
・
９
％
、

介
護
分
の
均
等
割
り
が
３
千
500
円
増
の
８
千
700
円
、

平
等
割
が
100
円
増
の
５
千
900
円
、
後
期
支
援
分
の

所
得
割
が
１
％
増
の
２
・
８
％
、
均
等
割
り
が
３

千
300
円
増
の
７
千
100
円
、
平
等
割
が
３
千
円
増
の

７
千
円
。
課
税
限
度
額
は
85
万
円
と
な
り
、
今
回

の
保
険
税
率
の
改
正
案
は
す
べ
て
の
所
得
階
層
の

方
が
負
担
増
と
な
る
。

　
　
値
上
げ
に
至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
。

　
　
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、
将

来
赤
字
に
転
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
国
民
健
康
保
険
は
年
金
生
活
者
や
無
職
の
方
、

低
所
得
者
が
多
く
加
入
し
て
い
ま
す
。
保
険
料
負

担
率
が
協
会
け
ん
ぽ
や
組
合
け
ん
ぽ
な
ど
と
比
べ

事
業
主
負
担
が
な
い
こ
と
か
ら
、
負
担
率
が
高
く

な
っ
て
お
り
、
所
得
の
一
割
を
超
え
る
税
で
す
。

ま
た
国
保
税
を
納
め
れ
ば
生
活
保
護
以
下
の
生
活

に
な
る
場
合
も
あ
り
得
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を

勘
案
し
、
今
回
の
国
保
税
率
の
改
正
案
を
撤
回
す

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

佐
々
木

　久
美
子

※ＣＣＲＣとは…Countinuing Care Retirement Community・高齢者が健康な生活を送るとともに、医療介護が必要なときには継続的なケアを受けられるような
　　　　　　　　地域のこと。

答 質

答

質

答 質
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の
で
す
。
し
か
し
、
近
年
は
少
子
高
齢
化
や
核
家

族
化
に
よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
希
薄
と
な

一 般 質 問



　
日
本
は
２
人
に
１
人
が

が
ん
に
罹
患
す
る
と
さ
れ
、

先
進
国
で
が
ん
死
亡
者
が

増
加
し
続
け
て
い
る
数
少

な
い
国
の
一
つ
で
す
。
早
期
発
見
の
た
め
の
検
診

と
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
の
生
活
習
慣
の
改
善
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
　
平
成
28
年
よ
り
が
ん
患
者
の
登
録
が
始
ま
る

こ
と
か
ら
、
が
ん
の
研
究
も
進
み
、
治
癒
率
の
向

上
も
期
待
さ
れ
る
。
が
ん
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
「
が
ん
対
策
推
進
条
例
」
を
策
定
す
る
べ
き
。

　
　
国
の
第
３
期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
の
動

向
を
踏
ま
え
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
　
胃
が
ん
の
要
因
と
な
る
ピ
ロ
リ
菌
検
査
・
除

菌
を
中
学
生
に
実
施
す
る
べ
き
。

　
　
平
成
28
年
度
か
ら
、
中
学
２
・
３
年
生
を
対

象
に
実
施
す
る
予
定
。

　
　
中
学
生
を
対
象
に
「
い
の
ち
の
大
切
さ
を
学

ぶ
が
ん
教
育
」
に
つ
い
て
専
門
家
を
招
き
実
施
す

る
考
え
は
。

　
　
学
校
医
と
の
連
携
を
深
め
、
医
療
の
専
門
家

と
し
て
の
助
言
や
指
導
を
通
し
て
、
授
業
の
向
上

や
教
職
員
の
が
ん
に
対
す
る
理
解
の
推
進
を
図
る
。
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子
ど
も
た
ち
が
グ
ロ―

バ
ル
化
し
た
社
会
を
生
き

抜
く
た
め
に
は
、
英
語
を

中
心
と
し
た
語
学
力
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
自
主
性
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
多
様
な
文
化
の
理
解
な
ど
の

素
養
を
兼
ね
備
え
た
人
材
育
成
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
教
育
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
文
化
芸
術
に
関
す
る
教
育
に
つ
い
て
、

多
感
な
感
受
性
を
持
っ
た
幼
少
期
に
、
一
流
の
文

化
芸
術
に
触
れ
た
り
体
験
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
の
考
え

か
ら
、
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
４
年
生
を
対

象
に
、
生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
行
事

な
ど
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
協
力
し
外
国
語
活
動
を
行
い
、

休
み
時
間
や
給
食
時
間
で
も
交
流
し
て
い
ま
す
。

　
一
流
の
文
化
芸
術
に
対
し
て
は
、
授
業
時
数
や

財
政
的
な
こ
と
も
あ
り
、
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す

が
、
国
や
道
の
事
業
を
活
用
し
、
学
校
現
場
に
も

働
き
掛
け
、
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
と
の
答
弁
で
し
た
。

村

　井

　寿

　行

が
ん
対
策
推
進
条
例
・

　
　
　
　
　が
ん
教
育
に
つ
い
て

生
き
る
力
と

　心
を
は
ぐ
く
む
教
育
に
つ
い
て

木

　村

　俊

　子

　
小
学
校
で
は
平
成
30
年

４
月
か
ら
、
中
学
校
で
は

平
成
31
年
４
月
か
ら
道
徳

が
特
別
な
教
科
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
教
科
化
に
よ
っ
て
、「
検
定
教
科
書
の
導
入
」

と
「
評
価
」
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
評
価
に

つ
い
て
は
、
他
の
教
科
の
よ
う
な
数
値
的
評
価
や

他
者
と
の
比
較
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習

状
況
や
道
徳
性
に
係
る
成
長
の
様
子
を
記
述
す
る

形
式
と
な
り
ま
す
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
道
徳
心
の
養
成
は
家
庭
で
行

う
べ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
核
家
族
化
の
進

行
の
影
響
な
ど
か
ら
、
道
徳
心
を
培
う
こ
と
が
難

し
い
家
庭
も
あ
り
、
学
校
で
の
教
育
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、「
隠
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
先
生
の
言
動
か
ら
児
童

生
徒
自
ら
が
学
び
と
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
、

プ
ラ
ス
の
効
果
が
出
る
場
合
や
、
マ
イ
ナ
ス
の
効

果
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
学
校
生
活
全
般
で

プ
ラ
ス
効
果
の
あ
る
「
隠
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

を
意
識
し
、
児
童
生
徒
の
指
導
に
当
た
っ
て
ほ
し

い
と
要
望
し
ま
し
た
。

道
徳
が
教
科
化
さ
れ
ま
す

戸

　井

　
　
　肇

二

　瓶

　秀

　幸

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
費
に
つ

い
て
、
そ
の
内
容
と
顔
認
証
シ
ス
テ
ム

の
事
務
処
理
に
関
し
て
た
だ
し
、
市
民

周
知
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
は
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
が
必

須
で
、
拒
否
し
た
場
合
、
カ
ー
ド
は
交

付
し
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
は
他
に
流
出
し

な
い
仕
様
な
の
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

辻

　
　
　弘

　之

　
平
成
26
年
度
分
の
国
保
税
収
納
率
は
、

道
内
35
市
と
比
較
し
て
も
29
位
と
下
位

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
か

ら
国
保
税
が
増
額
さ
れ
ま
す
が
、
納
税

し
て
い
る
市
民
と
、
し
て
い
な
い
市
民

の
不
公
平
感
が
広
が
ら
な
い
よ
う
、
税

収
納
率
を
高
め
る
活
動
強
化
に
向
け
た

検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

松

　山

　哲

　男

　
庁
舎
等
改
修
経
費
に
関
し
、
現
在
、

登
別
観
光
協
会
内
に
所
在
の
観
光
振
興

グ
ル
ー
プ
が
ア
ー
ニ
ス
へ
移
転
す
る
こ

と
に
よ
る
観
光
行
政
へ
の
影
響
と
今
後

の
振
興
策
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
本
庁
舎
が
老
朽
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
建
設
の
構
想
を
検

討
す
る
必
要
性
を
提
起
し
ま
し
た
。

千

　田

　文

　孝

　
　
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
、
町

内
会
な
ど
へ
の
委
託
料
金
の
算
定
根
拠

と
行
政
の
対
応
窓
口
の
一
本
化
に
対
す

る
考
え
は
。

　
　
委
託
料
は
、
電
気
料
金
の
値
上
げ

相
当
分
が
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
。
窓
口

一
本
化
は
、
平
成
27
年
度
に
老
人
憩
い

の
家
と
各
会
館
、
平
成
28
年
度
に
婦
人

研
修
の
家
が
市
民
協
働
グ
ル
ー
プ
に
所

管
替
え
と
な
り
、
一
本
化
さ
れ
る
。

答 質

予算・決算委員会（平成27年度補正予算審査）

※ALT…Assistant Language Teacher。外国語指導助手のこと。

答答答 質質質

り   

か
ん

ち
　 

ゆ

置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
教
科
化
に
よ
っ
て
、「
検
定
教
科
書
の
導
入
」

一 般 質 問
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辻

　
　
　弘

　之

　
平
成
26
年
度
購
入
予
定
だ
っ
た
除

雪
機
械
購
入
助
成
金
が
不
交
付
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、市
、市
議
会
、

登
別
市
幌
別
駐
屯
地
体
制
強
化
期
成

会
が
連
名
に
よ
る
要
望
活
動
を
行
い
、

防
衛
省
交
付
金
の
活
用
を
目
指
し
ま

し
た
。
平
成
27
年
度
は
約
２
千
670
万

円
が
交
付
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

28
年
度
も
約
３
千
550
万
円
を
要
望
し

て
い
ま
す
。

井

　野

　正

　臣

　
　
現
在
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
事
業
は
、
週
１
回
の
拠
点
方
式

と
な
っ
て
い
る
が
、
将
来
的
に
常
駐

方
式
に
転
換
す
る
考
え
は
。

　
　
本
市
に
お
い
て
は
２
人
体
制
で

対
応
で
き
て
い
る
が
、
相
談
件
数
・

対
応
が
難
し
く
な
っ
た
場
合
、
北
海

道
に
配
置
要
望
し
て
い
き
た
い
。

佐
々
木

　久
美
子

　
肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
第
３
位
と

な
っ
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
こ
と
で
予
防
が
で
き
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
向
け
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
率
は
、
47
・
９
％
と

低
い
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
健
康
は

も
ち
ろ
ん
、
医
療
費
の
削
減
の
た
め

に
も
、
積
極
的
に
接
種
勧
奨
す
る
こ

と
を
要
望
し
ま
し
た
。

平成26年度決算審査　10月20日・21日・22日の3日間で審査を行いました
答 　

　
質

戸

　井

　
　
　肇

　
産
後
子
育
て
マ
マ
派
遣
事
業
費
に

関
し
、
事
業
の
利
用
者
が
少
な
い
こ

と
に
つ
い
て
、
母
親
の
孤
立
を
防
ぐ

こ
と
が
、
産
後
う
つ
の
予
防
や
児
童

虐
待
防
止
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ

る
と
の
思
い
か
ら
、
事
業
の
周
知
を

し
っ
か
り
行
い
、
利
用
度
を
引
き
上

げ
て
ほ
し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

杉

　尾

　直

　樹

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
税
収
も
減
少

す
る
中
、
本
庁
舎
を
は
じ
め
、
各
施

設
の
建
て
替
え
に
必
要
な
財
源
を
確

保
す
る
た
め
に
、
基
金
積
み
立
て
や

受
益
者
負
担
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し

た
。

　
市
か
ら
は
、
次
年
度
か
ら
の
基
金

創
設
や
負
担
金
額
の
見
直
し
を
行
う

と
の
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二

　瓶

　秀

　幸

　
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
特

別
会
計
に
つ
い
て
、
夏
場
の
利
活
用

と
し
て
ド
ッ
グ
ラ
ン
や
闘
犬
大
会
の

誘
致
を
提
案
し
ま
し
た
。
市
が
直
営

で
行
う
も
の
で
は
な
い
が
、
相
談
や

協
力
は
で
き
る
と
の
答
弁
で
し
た
。

ま
た
、
現
在
、
市
で
は
エ
ゾ
シ
カ
の

角
拾
い
体
験
な
ど
を
検
討
中
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
ほ
か
に
ご
み
減
量
化
や
子
ど
も
会

活
動
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

成

　田 

　昭

　浩

　
　
水
道
事
業
に
お
け
る
有
収
率
の

低
下
お
よ
び
、
不
明
水
量
の
増
加
の

現
状
認
識
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

　
　
老
朽
管
に
よ
る
漏
水
が
要
因
と

思
わ
れ
る
が
、
複
雑
で
広
範
囲
な
た

め
、
確
実
な
分
析
が
困
難
。
短
期
的

な
対
応
は
難
し
く
、
長
期
的
に
複
合

的
な
対
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

工

　藤

　倶
二
雄

　
総
務
費
・
民
生
費
・
土
木
費
・
教

育
費
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
北

海
道
新
幹
線
×
n
i
t
t
a
n
戦
略

会
議
に
つ
い
て
、
当
該
事
業
の
成
果

や
課
題
点
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
郷
土
資
料
館
運
営
管
理
経

費
に
つ
い
て
、
来
場
者
数
を
増
や
す

た
め
に
も
、
特
別
展
を
は
じ
め
、
資

料
の
配
列
や
展
示
内
容
の
さ
ら
な
る

充
実
を
求
め
ま
し
た
。

千

　田

　文

　孝

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
品
に
つ
い

て
、
登
別
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く

き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
で
、
さ
ら

な
る
経
済
効
果
に
つ
な
げ
る
よ
う
な

湯
の
国
登
別
ら
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
記

念
品
や
宿
泊
割
引
券
、
緑
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
い
た
だ
け
る
記
念

植
樹
な
ど
の
検
討
を
要
望
し
ま
し
た
。

答 　
　
質

松

　山

　哲

　男

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
補
助

金
で
は
、
明
確
な
目
的
設
定
に
つ
い

て
指
摘
し
ま
し
た
。
乳
幼
児
等
医
療

費
助
成
経
費
で
は
、
中
学
生
ま
で
の

助
成
対
象
拡
大
を
提
案
し
ま
し
た
。

土
曜
授
業
で
は
、
英
会
話
を
柱
と
す

る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

職
員
募
集
と
人
事
異
動
の
取
り
組
み

方
や
入
札
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

も
提
言
し
ま
し
た
。

村

　井

　寿

　行

　
ふ
る
さ
と
納
税
関
係
経
費
に
つ
い

て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
決

済
の
導
入
時
期
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
の
導

入
を
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
振
り
込
み
な
ど
の
手
間

が
省
け
、
大
幅
な
寄
付
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

米

　田

　登
美
子

　
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
通
所

交
通
費
助
成
金
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

　
社
会
復
帰
施
設
通
所
に
限
定
し
た

交
通
費
の
助
成
金
で
す
が
、
社
会
と

の
接
点
を
広
げ
る
た
め
に
、
助
成
対

象
を
広
げ
る
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。

　
市
は
、他
自
治
体
の
状
況
を
研
究
・

検
討
し
方
向
性
を
見
い
だ
す
と
の
答

弁
で
し
た
。

小

　栗

　義

　朗

　
　
各
個
人
で
除
雪
し
た
際
、
雪
捨

て
場
に
苦
慮
し
て
い
る
が
今
後
の
取

り
組
み
は
。

　
　
現
在
、
個
人
が
使
用
で
き
る
よ

う
な
雪
捨
て
場
は
提
供
し
て
い
な
い

が
、
今
後
は
市
と
市
民
が
協
働
で
行

う
新
し
い
除
雪
体
制
の
取
り
組
み
と

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

若

　木

　康

　夫

　
公
園
維
持
管
理
経
費
に
つ
い
て
、

そ
の
内
訳
を
質
問
し
ま
し
た
。
市
内

131
カ
所
の
公
園
・
広
場
は
、
市
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
必
要
な
も
の
で
す

が
、
そ
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
季
節

や
年
々
の
傾
向
に
合
わ
せ
た
的
確
な

使
い
方
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
要
望

し
ま
し
た
。

渡

　辺

　
　
　勉

　
除
雪
対
策
経
費
に
つ
い
て
、
平
成

23
年
度
の
１
億
円
を
ピ
ー
ク
に
年
々

経
費
は
減
少
し
、
平
成
26
年
度
は
５

千
602
万
円
と
半
減
し
て
い
ま
す
。
出

動
回
数
が
減
っ
て
も
、
車
検
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
維
持
管
理
経
費
が

必
要
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
最
低
補

償
や
出
動
積
雪
量
を
見
直
し
、
除
雪

事
業
者
を
守
る
対
応
が
必
要
と
た
だ

し
ま
し
た
。

答 　
　
質

36
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総
務
・
教
育
委
員
会

生
活
・
福
祉
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

　
平
成
27
年
11
月
27
日
、
登
別
市
消
防
団
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
当
日
は
、
登
別

・
登
別
温
泉
・
鷲
別
・
富
士
の
各
分
団
お
よ

び
女
性
分
団
か
ら
８
名
の
団
員
に
出
席
い
た

だ
き
、
各
分
団
が
抱
え
て
い
る
問
題
や
課
題

・
活
動
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
各
分
団
に
共
通
し
た
問
題
と
し
て
、
新
規

団
員
の
勧
誘
に
苦
慮
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ

の
中
で
も
若
手
が
少
な
い
こ
と
や
、
消
防
団

の
活
動
を
行
う
に
は
勤
務
先
の
理
解
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
訓
練
も
思
う
よ
う
に

で
き
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
女
性
分
団
で
は
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点

で
街
頭
で
の
広
報
活
動
や
人
形
劇
・
紙
芝
居

に
よ
る
火
災
予
防
活
動
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
普
段
あ
ま
り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
消
防

団
の
意
見
を
聞
き
、
使
命
感
を
持
ち
市
民
の

た
め
に
日
々
活
動
に
励
ん
で
い
る
こ
と
に
感

謝
の
思
い
を
強
く
抱
き
ま
し
た
。

　
委
員
会
と
し
て
も
、
消
防
団
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
村
井
）

　
本
委
員
会
で
は
、
３
団
体
と
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
の
ぼ
り
べ
つ
男
女
平
等
参
画
懇
話
会
か
ら

は
、「
セ
ク
ハ
ラ
」「
マ
タ
ハ
ラ
」
な
ど
は
言

語
化
す
る
こ
と
で
問
題
が
明
ら
か
に
な
り
、

ま
た
、
女
性
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
男
女

共
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど

が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
役
所
に
お

け
る
女
性
管
理
職
の
登
用
率
の
低
さ
を
議
会

で
も
調
査
研
究
し
て
ほ
し
い
と
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
は
、
平
成

14
年
に
活
動
を
開
始
し
て
、
14
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
利
用
し
た
方
が
、

大
人
に
な
り
利
用
し
た
り
運
営
に
か
か
わ
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
市
の
事
業
評
価
で
は
、

行
事
の
参
加
人
数
よ
り
継
続
性
を
大
切
に
し
、

活
動
を
理
解
し
た
視
点
で
行
っ
て
ほ
し
い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
登
別
市
障
害
者
福
祉
関
係
団
体
連
絡
協
議

会
か
ら
は
、
障
が
い
者
の
雇
用
促
進
や
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
の
で
き
る
事
業
所
の
確
保
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
早
期
設
置
な
ど
、
事
業
や

制
度
の
確
立
を
望
む
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
、
今
後
の
委
員

会
活
動
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
渡
辺
）

　
本
委
員
会
は
、「
北
陸
新
幹
線
金
沢
延
伸
に

係
る
観
光
施
策
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

石
川
県
加
賀
市
・
七
尾
市
、
岐
阜
県
高
山
市
・

下
呂
市
へ
の
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
新
幹
線
延
伸
の
経
済
効
果
は
、
地
域
に
よ

り
温
度
差
が
あ
り
、
今
後
、
さ
ら
な
る
効
果

増
大
を
図
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
延
伸
に
よ
っ
て
、
定
住
人
口
が
減
少
す

る
こ
と
を
予
想
し
て
い
ま
し
た
が
、
交
流
人

口
へ
の
影
響
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
各
視
察
地
に
共
通
す
る
課
題
と
し
て
、
２

次
交
通
網
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
、
北
海
道
新
幹
線
の
開
通
に
伴
い
、
本

市
と
し
て
も
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
認
識
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
市
で
は
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
委
員
会
と
し
て
現
状

を
把
握
す
る
た
め
市
内
の
水
道
施
設
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
登
別
職
業
訓
練
協
会
・
技
能
協

会
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
市
内
経
済
の

活
性
化
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
積
極
的
に
委
員
会
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
米
田
）
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本
委
員
会
は
、
国
の
地
方
創
生
の
考
え
や

視
点
、手
法
な
ど
に
注
視
し
、積
極
的
に
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
胆
振
総
合
振
興
局
か
ら
説
明
を
受

け
た
「
北
海
道
創
生
総
合
戦
略
」
や
先
進
地

事
例
と
「
登
別
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
比
較
し
、
留
意
点
な
ど
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
総
合
戦
略
の
５
つ
の

基
本
目
標
と
基
本
方
向
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
市
か
ら
総
合
戦
略
案
と
第
３
期
基

本
計
画
案
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
第
２
期

と
第
３
期
の
基
本
計
画
の
体
系
図
を
比
較
し

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
平
成
27
年
第
4
回
定
例
会
で
付

託
を
受
け
た
第
3
期
総
合
計
画
に
つ
い
て
、

章
ご
と
に
政
策
・
施
策
の
協
議
を
行
い
、
数

値
目
標
の
確
認
や
市
政
執
行
方
針
に
お
け
る

３
つ
の
施
策
と
の
整
合
性
を
確
認
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
市
民
検
討
委
員
会
と
の
意
見

交
換
や
、
各
常
任
委
員
会
の
視
点
で
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
や
協
議
な
ど
を
踏
ま
え
、

２
月
１
日
か
ら
３
日
間
か
け
て
審
議
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松
山
）
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地
方
創
生
等
調
査
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
平
成
27
年
11
月
４
日
、「
芽
室
町
議
会
に
お

け
る
情
報
公
開
活
動
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
議
会
情
報
公
開
の
先
進
地
で
あ
る
道
東

の
芽
室
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
芽
室
町
議
会
で
は
、
情
報
は
す
べ
て
公
開

す
る
と
の
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
活
用
や
議
会
だ
よ
り
で
日
々
の
議

会
活
動
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ハ
ガ
キ

を
利
用
し
、
町
民
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
た

り
、
要
望
の
あ
る
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を

行
う
な
ど
、
広
く
住
民
の
声
を
聞
く
仕
組
み

づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
視
察
は
、広
報
が
住
民
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
非
常
に
重
要
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
委
員
会
の
活
動
は
、
議
会
だ
よ
り
の
編

集
ば
か
り
で
は
な
く
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
活
用
な
ど
、
議
会
の
活
動
内
容
を
広
く
市

民
に
発
信
す
る
こ
と
で
す
。
芽
室
町
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
、
よ
り
親
し
み
や

す
い
登
別
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
向
け
て

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
戸
井
）
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選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴
い
、
新

た
に
240
万
人
が
有
権
者
と
な
り
、
近
年
の

若
年
投
票
率
低
下
へ
の
歯
止
め
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
講
師
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ド
ッ
ト

ジ
ェ
イ
ピ
ー
か
ら
毛
利
新
之
介
氏
、
寺
山

藍
氏
を
お
招
き
し
、「
若
者
の
政
治
参
加

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
議
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
議
員
と
と

も
に
行
動
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
議
員
の

活
動
や
政
治
と
社
会
の
つ
な
が
り
を
学
ん

だ
こ
と
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
投
票
に
行
く
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
将

来
を
考
え
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ

と
で
す
。

　
今
回
の
講
演
が
、
登
別
市
の
若
者
に
政

治
参
加
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
第

一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
の
後
、
日
本
工
学
院
北
海

道
専
門
学
校
、
北
海
道
登
別
青
嶺
高
等

学
校
、
北
海
道
登
別
明
日
中
等
教
育
学

校
の
学
生
・
生
徒
と
講
師
、
議
員
が
３

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
一
般
参
加
者
に
は
、
そ
の
様
子
を
自

由
に
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
緊
張
す
る
様
子
も
な
く
、

率
直
、
的
確
に
自
分
の
考
え
を
披
露
し
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
意
見
や
思
い
を
今
後

の
議
会
活
動
に
反
映
し
、
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

　
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
基
調
講
演

や
意
見
交
換
で
世
代
を
越
え
た
交
流
が
で

き
、
大
き
な
刺
激
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
有
意
義

な
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
で
き
た
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
成
田
）

テーマ：若者の政治参加について～未来を決める一票の重み～

第
Ⅰ
部

　基
調
講
演

「
若
者
の
政
治
参
加
に
つ
い
て
」

第
Ⅱ
部

　若
者
の
政
治
参
加
等
に
係
る
意
見
交
換
会

議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
え
て

　平成27年６月に公職選挙法が改正され、選挙権年齢が20歳以上から18歳以上に引き下げられたことに伴い、今後その当事者と
なる市内３校の学生を対象に意見交換を行いました。

第９回  議会フォーラムを開催しました

Cグループ Bグループ Ａグループ

意見交換項目

　学
生
か
ら
は
「
選
挙
や

政
治
は
、
自
分
た
ち
と
は

か
け
離
れ
た
世
界
だ
と
感

じ
た
」「
も
っ
と
知
る
機
会

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
一

方
で
「
友
達
と
選
挙
権
に

つ
い
て
話
し
て
み
よ
う
と

思
っ
た
」
な
ど
、
前
向
き

な
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　若
者
の
政
治
参
加
に
つ

い
て
は
、
教
育
現
場
だ
け

で
な
く
、
行
政
側
も
積
極

的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。

　家
庭
で
は
、
政
治
の
話

を
す
る
機
会
が
少
な
く
、

友
達
同
士
で
政
治
の
話
を

し
て
も
会
話
も
広
が
ら
な

い
た
め
話
題
を
変
え
る
こ

と
も
多
い
よ
う
で
す
。

　議
員
は
身
近
な
存
在
で

は
な
く
、
雲
の
上
の
存
在

に
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　政
治
を
広
め
る
に
は
、

一
番
身
近
な
家
庭
で
政
治

に
つ
い
て
話
せ
る
環
境
づ

く
り
が
必
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　学
校
で
は
、
選
挙
や
投

票
に
つ
い
て
は
学
習
し
て

も
、
議
員
の
活
動
に
つ
い

て
学
習
す
る
機
会
が
な
く
、

議
員
の
姿
は
選
挙
前
後
で

し
か
見
え
な
い
と
い
う
耳

の
痛
い
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　大
人
が
若
者
の
地
元
定

着
を
願
う
一
方
で
、
学
生

に
と
っ
て
は
進
路
の
選
択

肢
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

観
光
な
ど
登
別
な
ら
で
は

の
分
野
で
ま
ち
の
活
性
化

を
図
っ
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

①選挙権の年齢が18歳以上
に引き下げられたことへ
の思い

②若者が政治に関心を持ち、
政治参加がしやすくする
ための工夫

③若者にとっての政治とは

④政治に望むことは
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人のうごき（平成27年12月末日現在）／人口50,101（－28）世帯25,024（－15）（　）は前月比

室蘭市 伊達市白老町

だんパラスキー場の冬のイベント 第七戦伊達雪まつり冬の陣『麗しの雛人形展』

FAX

　町民から寄贈を受けた雛壇飾りや
変わり雛、預託を受けた品などを展
示します。ぜひお越しください。

▼期間　２月14日㈰～３月５日㈯

▼場所　仙台藩白老元陣屋資料館
～『お雛様手づくり体験教室』～
・日時　２月13日㈯①９時30分～、
　　②13時30分～
・定員　各15人（申し込み順）

▼入館料　大人300円、小・中学生
　150円　

▼問い合わせ　仙台藩白老元陣屋資
　料館（☎０１４４85２６６６）

●むろらん冬まつり
　もちまきや大じゃんけん大会のほ
か、雪山の宝さがしなどを行います。
ぜひお越しください。

▼日時　２月14日㈰10時～

▼内容
・10時20分…スダレの滝見学ツアー
・10時30分…市民スキー大会
・11時…凧揚げ体験
※いずれも事前に会場で受け付けを
　します。

▼問い合わせ　だんパラスキー場
（☎43５６００）

▼日時　２月７日㈰10時～15時

▼場所　総合公園だて歴史の杜多目
　的広場

▼内容　
・屋外広場　特設すべり台、働く車
　展示会、チャンバラＫＡＳＳＥＮ、
　ＤＡＳＨ春一番伊達福男・福女競
　争、だてまる君の謎解き宝探し、
　もちまき、飲食ブースなど
・屋内会場　フラワーアレンジメン
　ト、昔の伊達『街角写真館』

▼問い合わせ　同実行委員会
（☎０１４２㉓４０５３）

カ　ッ　セ　ン

ダ　ッ　シ　ュ

カルルス温泉冬まつり
３月６日㈰９時～
カルルス温泉サンライバスキー場
　サンライバスキー場で寒さを吹き飛ばすイベン
トを開催します。雪と親しむゲームやおいしい振
る舞いをたくさん用意していますので、ぜひ、親
子でお越しください。

午前の部（９時開始）
・雪中みかん拾い
・無料スキー講習会（定員30人）
・無料スノーボード講習会（定員20人）
※講習会は、１人でリフトに乗ることができる小学生
　以上の方が対象で、当日受け付けが必要です。
・登別市長杯・アルファスポーツ賞少年スキー大会
　（事前申込制、午後から表彰式）
・親子ボブスレー（２人１組・定員100組、当日受付）
・歩くスキーの集い（林間コース６㌔㍍、当日受付）
・ストライクワン（景品が無くなり次第終了）
・ホールインワン（景品が無くなり次第終了）
・オロフレ雪原宝さがし

午後の部（13時開始）
・雪上もちまき
・石狩鍋、ディア（鹿肉）シチュー振る舞いイベント
　（石狩鍋400食、ディア（鹿肉）シチュー200食）
※都合により、プログラムを変更する場合があります。
　ご了承ください。

問い合わせ　カルルス温泉冬まつり実行委員会
　　　　　　（登別観光協会内・☎84３３１１）

プログラム

2016


